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第 1章 調査実施の概要 

1．調査の目的 

平成 24 年 8 月に、一人ひとりの子どもが健やかに成長することができる社会の実現

に寄与することを目的とする「子ども・子育て支援法」が成立し、平成 27 年 4 月に「子

ども・子育て支援新制度」が施行されました。 

新しい制度では、これまで以上に安心して子どもを生み育てられる環境を整備してい

くために「質の高い幼児期の学校教育・保育の一体的な提供」や「地域における子育て

支援の充実」「保育の量的拡大」を図る必要があることから、幼児期の学校教育や保育、

子育て支援などに関するニーズを把握し、適切なサービスの確保を行うことを目的とし

た事業計画の策定が自治体に義務化されました。 

そのため、花巻市においても他自治体と同様に、子ども・子育て支援法の基本理念や

子ども・子育ての意義を踏まえて、5 年間の事業計画を作成することになり、現行計画

の計画期間が平成 31（2019）年度までとなっています。次期計画（計画期間 2020

年度～2024 年度）の策定にあたり、必要な情報を得るため、子育て家庭ニーズの動向

分析等を行い、市の現状と今後の子ども・子育て支援における課題を整理することを目

的にアンケート形式によるニーズ調査を実施しました。 

 

2．調査の設計 

調査票は調査対象者別に、2 種類の調査票を作成し調査を行いました。 

 

（1）調査票の種類と調査対象者等 

調査対象者別の調査内容は、以下のとおりです。 

 

表 1 調査の実施方法 

①調査票「子ども・子育て支援に関するニーズ調査（就学前児童用）」 

 調査対象者 就学前児童を持つ保護者 

調査人数 3,173 人 

調査内容 家庭等の子育て環境、保護者の就労状況、定期的な教育・

保育事業の現状・利用意向、地域の子育て事業の現状・

利用意向、育児休業の現状・利用意向に関する設問 

市の支援等への満足度 

②調査票「子ども・子育て支援に関するニーズ調査（就学児童用）」 

 調査対象者 就学児童（1 年生～4 年生）を持つ保護者 

調査人数 2,547 人 

調査内容 家庭等の子育て環境、保護者の就労状況、放課後の過ご

し方に対する希望に関する設問、市の支援等への満足度 
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3．調査の実施方法と配布・回収状況 

（1）調査時期と調査方法 

子ども・子育て支援ニーズ調査は、平成 31 年 2 月 8 日（金）～平成 31 年 3 月 13

日（水）にかけて実施しました。 

調査方法について、就学前児童は、施設を利用している保護者は施設を通じ配布回収、

未就園児は郵送により配布回収しました。 

一方、市立小学校に通学している就学児（1 年生～4 年生）の保護者には、小学校を

通じ調査票を配布・回収しました。 

 

（2）調査の配布・回収状況 

ニーズ調査の配布と回収の状況は以下の通りです。 

 

表 2 調査票の配布・回収状況 

区分 
就学前児童の保護者 就学児童の保護者 

配布数 回収数 回収率 配布数 回収数 回収率 

市全域 3,173人 2,300人 72.5％ 2,547人 2,131人 83.7％ 

 

4．報告書の見方について 

（1）年齢・学年の定義 

就学前児童・就学児童の年齢定義は、ニーズ調査において誕生日の年月を回答してい

るため、下表による年齢区分により集計を行いました。 

 

表 3 ニーズ調査における年齢・学年定義 

年齢区分 該当する生年月 年齢区分 該当する生年月 

0 歳児 平成 29 年 4 月以降 6 歳児 平成23年4月～平成24年3月 

1 歳児 平成28年4月～平成29年3月 7 歳児 平成22年4月～平成23年3月 

2 歳児 平成27年4月～平成28年3月 8 歳児 平成21年4月～平成22年3月 

3 歳児 平成26年4月～平成27年3月 9 歳児 平成20年4月～平成21年3月 

4 歳児 平成25年4月～平成26年3月 10歳児 平成19年4月～平成20年3月 

5 歳児 平成24年4月～平成25年3月 11歳児 平成18年4月～平成19年3月 

※調査期間 平成 30 年度における年齢定義 

 

（2）電算処理の注意点 

調査結果の数値については小数点第 2 位以下を四捨五入しているため、内訳を合計し

ても 100％に合致しない場合があります。 

グラフ図の「n」は、有効サンプル数のことであり、回収した調査票数の設問ごとの対

象者から無効票を除いた数です。 
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5．調査対象者の属性・家族状況 

（1）就学前児童の属性 

回答された 2,300 件の就学前児童の属性は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）就学児童の属性 

回答された 2,131 件の就学児童の属性は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 年齢 問 子どもの人数 問 末子の年齢 

問 年齢 問 子どもの人数 問 末子の年齢 

14.3 

9.2 

13.6 

18.3 

21.5 

22.8 

0.3 

0.0 20.0 40.0

0歳児

1歳児

2歳児

3歳児

4歳児

5歳児

無回答

(%)n=2287

34.8 

39.0 

20.1 

4.1 

0.7 

0.3 

0.04 

0.04 

1.0 

0.0 50.0

1人

2人

3人

4人

5人

6人

7人

8人

無回答

(%)n=2300

18.9 

11.3 

9.5 

5.0 

13.1 

8.6 

33.5 

0.0 20.0 40.0

0歳児

1歳児

2歳児

3歳児

4歳児

5歳児

無回答

(%)
n=2278

18.2 

22.7 

26.1 

32.0 

1.0 

0.0 20.0 40.0

1年生

2年生

3年生

4年生

無回答

(%)
n=2105

15.5 

48.5 

27.9 

6.8 

1.0 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 50.0 100.0

1人

2人

3人

4人

5人

6人

7人

8人

無回答

(%)
n=2056

問 小学校 

6.1 

14.8 

12.2 

9.9 

4.3 4.4 

8.8 8.3 

2.6 2.9 

0.4 
2.5 

0.4 0.5 

6.3 

2.2 2.9 
1.9 

7.6 

0.2 0.1 0.8 

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0
12.0
14.0
16.0

花
巻
小
学
校

若
葉
小
学
校

桜
台
小
学
校

南
城
小
学
校

湯
口
小
学
校

湯
本
小
学
校

矢
沢
小
学
校

宮
野
目
小
学
校

太
田
小
学
校

笹
間
第
一
小
学
校

笹
間
第
二
小
学
校

大
迫
小
学
校

内
川
目
小
学
校

亀
ケ
森
小
学
校

石
鳥
谷
小
学
校

新
堀
小
学
校

八
幡
小
学
校

八
重
畑
小
学
校

東
和
小
学
校

県
立
花
巻
清
風
支
援
学
校

上
記
以
外
の
学
校

無
回
答

n=2131

(%)

6.0 

4.3 

6.2 

6.4 

11.9 

3.7 

19.8 

5.8 

13.8 

13.5 

8.5 

0.0 20.0 40.0

0歳児

1歳児

2歳児

3歳児

4歳児

5歳児

6歳児

7歳児

8歳児

9歳児

無回答

(%)
n=2122
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（3）居住地域の状況 

回答者が居住している地域の状況は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

  

問 地域（市全体） 

5.9 

12.0 

6.7 

6.6 

11.4 

6.3 

4.3 

8.3 

8.0 

2.0 

2.7 

1.8 

0.5 

0.3 

0.7 

4.5 

0.4 

1.0 

3.2 

2.0 

1.4 

1.4 

3.0 

0.9 

0.5 

1.3 

0.2 

3.0 

4.7 

11.3 

6.3 

7.0 

10.3 

7.0 

4.7 

8.8 

7.6 

2.5 

3.1 

1.6 

0.7 

0.4 

0.7 

5.0 

0.4 

0.9 

2.9 

1.9 

2.1 

1.3 

2.4 

1.2 

0.4 

1.7 

0.3 

0.3 

2.4 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

松園地区

花北地区

花巻中央地区

花西地区

花南地区

湯口地区

湯本地区

矢沢地区

宮野目地区

太田地区

笹間地区

大迫地区

内川目地区

外川目地区

亀ケ森地区

好地地区

大瀬川地区

八日市地区

八幡地区

八重畑地区

新堀地区

小山田地区

土沢地区

成島地区

浮田地区

谷内地区

田瀬地区

他市町村

無回答

就学前 就学児

(%)

n=2299 n=2129
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（4）調査回答者の状況と配偶者有無 

この調査の回答者は、以下のとおりです。 

1）就学前児童 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）就学児童 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 調査回答者 

問 調査回答者 

問 配偶者の有無 

問 配偶者の有無 

母親

88.0%

父親

10.7%

その他

0.8%

無回答

0.5%

n=2131

配偶者

がいる

87.7%

配偶者

はいな

い
11.3%

無回答

1.0%

n=2131

母親

90.3%

父親

9.3%

その他

0.3%
無回答

0.1%

n=2298

配偶者

がいる

91.8%

配偶者

はいな

い
7.7%

無回答

0.5%

n=2230
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6．利用できる子育て支援サービスの種類 

花巻市の子育て家庭が、現在利用できる環境にある子育て支援サービスは下表のとお

りです。 

 

表 4 花巻市で利用できる環境にある教育・保育と地域子ども・子育て支援事業 

分類 子育て支援サービス名 事業の説明 

(1)幼児期の教育・保育事業 

 幼稚園 通常の就園時間の利用 

幼稚園の預かり保育 通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定

期的な利用のみ 

認可保育所 国が定める最低基準に適合した施設で都道府県

の認可を受けた定員 20 人以上のもの 

認定こども園 幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設 

小規模保育施設 国が定める最低基準に適合した施設で市町村の

認可を受けた定員概ね 6～19 人のもの 

事業所内保育施設 企業が主に従業員用に運営する施設 

認可外保育施設 認可保育所以外の保育施設 

障がい児通所支援 イーハトーブ養育センター等の療育機関 

(2)地域の子ども・子育て支援事業 

 利用者支援事業 教育・保育施設や地域の子育て支援事業を円滑

に利用できるよう、情報の集約・提供及び必要

に応じ相談・助言等を行う事業 

延長保育事業 保育認定を受けた子どもについて、通常の利用

時間以外の時間において、保育園等で延長して

保育を実施する事業 

実費徴収に係る補足給付を行

う事業 

保護者の世帯所得の状況等を勘案して、特定教

育・保育施設等に対して保護者が支払うべき日

用品、文房具その他の教育・保育に必要な物品

の購入に要する費用等について、公費により助

成する事業 

学童クラブ（放課後児童健全育

成事業） 

保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校

に就学している児童を対象に、授業の終了後に

小学校の余裕教室、児童館等を利用して適切な

遊び及び生活の場を提供し、その健全な育成を

図る事業 

子育て短期支援事業 保護者の疾病等の理由により家庭において養育

を受けることが一時的に困難となった児童につ

いて、児童養護施設等への入所により、必要な

保護を行う事業で、短期入所生活援助事業（シ

ョートステイ事業）及び夜間養護等事業（トワ

イライトステイ事業）がある 

乳児家庭全戸訪問事業 生後４か月までの乳児のいる全ての家庭を訪問

し、子育てに関する情報提供を行うとともに、

母と子の心身の状況や育児環境の把握を行い、

支援が必要な家庭に対して適切なサービスの提

供に結びつける事業 
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 養育支援訪問事業 養育支援が特に必要な家庭に対して、その居宅

を訪問し、養育に関する指導・助言等を行うこ

とにより、当該家庭の適切な養育の実施を確保

する事業 

子どもを守る地域ネットワー

ク機能強化事業（その他要保護

児童等の支援に資する事業） 

要保護児童対策地域協議会（子どもを守る地域

ネットワーク）の機能強化を図るため、調整機

関職員やネットワーク構成員（関係機関）の専

門性強化と、ネットワーク機関間の連携強化を

図る取り組みを実施する事業 

地域子育て支援拠点事業（こど

もセンター等） 

乳幼児及びその保護者が相互の交流を行う場所

を開設し、子育てについての相談、情報の提供、

助言その他の援助を行う事業 

一時預かり事業 家庭において保育を受けることが一時的に困難

になった乳幼児について、主として昼間におい

て、保育園などの場所において、一時的に預か

る事業 

病児保育事業 病気や病気回復期の児童で、保護者の就労等の

理由で、保護者が保育できない際に、病院・保

育園等に付設された専用スペース等において、

看護師等が一時的に保育等する事業 

ファミリー・サポート・センタ

ー事業 

子育て中の保護者を会員として、児童の預かり

等の援助を受けることを希望する者（おねがい

会員）と当該援助を行うことを希望する者（あ

ずかり会員）との相互援助活動に関する連絡、

調整を行う事業 

妊婦健康診査 妊婦の健康の保持及び増進を図るため、妊婦に

対する健康診査として、[1]健康状態の把握、

[2]検査計測、[3]保健指導を実施するととも

に、妊娠期間中の適時に応じた医学的検査を実

施する事業 
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第 2章 子育て家庭を取り巻く環境 

1．子育ての環境について 

（1）主な保育者と親族等協力者の状況 

1）共通 

主な保育者の状況をみると、就学前児童では「父母ともに」（66.4％）と「主に母親」

（32.0％）が大半を占めています。就学児童でも「父母ともに」（64.7％）と「主に母

親」（31.9％）と、同じような傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）就学前 

日常的に子育てに関わっている方（施設含む）は、「父母ともに」（69.4％）が最も多

く、次いで「保育所」（52.3％）となり、子育てに影響を与える環境については、「家庭」

（97.9％）が最も多い回答となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 日常的に子育てに関わっている方（施設含む）

（複数回答） 

問 子育てに影響を与える環境

（複数回答） 

 69.4 

25.2 

3.7 

44.6 

16.4 

52.3 

6.8 

4.6 

0.1 

0.0 50.0 100.0

父母ともに

母親

父親

祖父母

幼稚園

保育所

認定こども園

その他

無回答

(%)n=2300

97.9

39.5

25.4

63.1

10.1

5.3

0.2

0 100 200

家庭

地域

幼稚園

保育所

認定こども園

その他

無回答

(%)n=2300

問 主な保育者の状況 

66.4 

64.7 

32.0 

31.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前

就学児

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 無回答

n=2238

n=2068
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主な親族等協力者の状況をみると、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみ

てもらえる」（58.5％）が最も多く、次いで「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」

（40.3％）の順となっています。周囲の援助が得られない子育て環境にいる家庭は

2,300 人中 184 人（8.0％）となっています。 

祖父母等の親族に子どもをみてもらうことへの考えについて、「祖父母等の親族の身体

的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる」

（50.6％）方がいる一方で、「自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦

しい」と思いながらも子どもを見てもらっている方（29.1％）もいます。 

また、友人・知人に預かってもらうことへの考えに対して、「友人・知人の身体的・精

神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる」（49.0％）

方がいる一方で、「自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい」と思い

ながら子どもを見てもらっている方（34.3％）もいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 祖父母等の親族に子どもをみてもらうことへの考え（複数回答） 

50.6 

25.1 

26.9 

29.1 

6.3 

3.5 

0.6 

0.0 20.0 40.0 60.0

祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制

約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大

きく心配である

親の立場として、祖父母等の親族に負担をかけてい

ることが心苦しい

祖父母等の親族にみてもらうことが子どもの教育や発

達にとってふさわしいか、少し不安がある

その他

無回答

(%)n=2044

問 主な親族等協力者の状況（複数回答） 

40.3 

58.5 

0.8 

4.4 

8.0 

2.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族

にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がい

る

緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもら

える友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

(%)n=2300
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3）就学児 

日常的に子育てに関わっている方（施設含む）は、「父母ともに」（64.8％）が最も多

く、次いで「祖父母」（36.6％）となり、子育てに影響を与える環境については、「小学

校」（97.0％）、「家庭」（96.6％）が多い回答となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 友人・知人に子どもをみてもらうことへの考え（複数回答） 

問 日常的に子育てに関わっている方（施設含む）

（複数回答） 

問 子育てに影響を与える環境

（複数回答） 

49.0 

12.7 

22.5 

34.3 

0.0 

2.0 

2.0 

0.0 20.0 40.0 60.0

友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を

心配することなく、安心して子どもをみてもらえる

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心

配である

親の立場として、友人・知人に負担をかけていること

が心苦しい

友人・知人にみてもらうことが子どもの教育や発育に

とってふさわしいか、少し不安がある

その他

無回答

(%)n=102

64.8 

32.4 

3.2 

36.6 

3.2 

0.4 

0.0 50.0 100.0

父母ともに

母親

父親

祖父母

その他

無回答

(%)n=2131

96.6 

50.8 

97.0 

33.7 

11.8 

0.4 

0.0 100.0 200.0

家庭

地域

小学校

学童クラブ

その他

無回答

(%)n=2131
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（2）子育てに関する相談や支援事業の状況 

1）就学前 

気軽に相談できる人の有無をみると、「いる／ある」（94.7％）が大半を占めています。

子育てする上で気軽に相談できる相手がいない方は、2,300 人中 104 人（4.5％）い

ます。気軽にできる相談者の状況は、「祖父母等の親族」（87.5％）、「友人や知人」

（79.0％）、「保育士」（41.3％）の順となり、より身近な人に相談をしている状況です。 

行政の窓口に相談したい内容は、「健康」（41.5％）、「しつけ」（41.4％）、「食事」

（34.0％）の順で高くなっています。しかし、公的相談機能へ相談する割合は、10％

前後から 1％台となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 気軽にできる相談者の状況（複数回答） 

87.5 

79.0 

7.3 

10.7 

9.7 

41.3 

14.0 

0.2 

11.9 

1.2 

2.6 

2.1 

0.2 

0.0 50.0 100.0

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援施設（こどもｾﾝﾀｰ・

地域子育て支援ｾﾝﾀｰ等）

保健所・保健センター

保育士

幼稚園教諭

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

市の子育て関連担当窓口

療育関係機関（ｲｰﾊﾄｰﾌﾞ養育ｾ

ﾝﾀｰ・こども発達相談ｾﾝﾀｰ等）

その他

無回答

(%)n=2178

41.5 41.4 
34.0 

19.6 
13.3 

28.0 

6.0 9.0 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

健
康

し
つ
け

食
事

発
達
や
障
が
い

養
育

子
育
て
環
境

そ
の
他

無
回
答

(%)

n=2300

問 行政の窓口に相談したい内容（複数回答） 

問 気軽に相談できる人の有無 

いる／

ある

94.7%

いない

／ない

4.5%

無回答

0.8%

n=2300



 

12 

 

2）就学児 

気軽に相談できる人の有無をみると、「いる／ある」（90.9％）が大半を占めています。

子育てする上で気軽に相談できる相手がいない方は、2,131 人中 156 人（7.3％）い

ます。気軽にできる相談者の状況は、「祖父母等の親族」（79.7％）、「友人や知人」

（79.5％）、「小学校教諭」（29.6％）の順となっています。 

行政の窓口に相談したい内容は、「学習」（34.6％）、「健康」（27.3％）、「しつけ」

（25.6％）の順で高くなっています。しかし、公的相談機能へ相談する割合は、1％台

に留まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 気軽に相談できる人の有無 問 気軽にできる相談者の状況（複数回答） 

79.7 

79.5 

11.8 

1.8 

29.6 

12.4 

0.6 

7.3 

1.1 

3.6 

0.2 

0.0 50.0 100.0

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

保健所・保健センター

小学校教諭

学童クラブ指導員

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

市の子育て関連担当窓口

その他

無回答

(%)n=1940

問 行政の窓口に相談したい内容（複数回答） 

27.3 25.6 

13.6 

34.6 

15.1 12.6 
6.0 

21.8 

8.1 
14.6 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

健
康

し
つ
け

食
事

学
習

運
動

発
達
や
障
が
い

養
育

子
育
て
環
境

そ
の
他

無
回
答

(%)

n=2131

いる／

ある

90.9%

いない

／ない

7.3%

無回答

1.8%

n=2131
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2．保護者の就労状況 

（1）母親の就労状況 

1）共通 

母親の就労状況をみると、就学前児童では「フルタイムで就労しており、産休・育休・

介護休業中ではない」（46.8％）をはじめ 81.4％の方が就労し、そのうち「産休・育休・

介護休業中である」が 11.2％となっています。 

就学児童についても「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」

（53.2％）が半数以上を占め、83.2％の方が就労し、そのうち「産休・育休・介護休

業中である」が 2.5％となり、前者に比べて休業中の割合が少なく、就労者全体はやや

多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 母親の就労状況 

46.8 

53.2 

9.5 

1.8 

23.4 

27.5 

1.7 

0.7 

16.6 

12.2 

0.9 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前

就学児

フルタイム（1週5日程度・1日8時間程度の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイム（1週5日程度・1日8時間程度の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

n=2300

n=2131
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母親の就労日数・就労時間をみると、就学前児童では「5 日程度」（74.5％）、「8～9

時間」（56.7％）、小学校児童では「5 日程度」（72.9％）、「8～9 時間」（53.8％）が

最も多くなっていますが、両者ともに「6 日以上」就労している方が 15％ほどみられ

ます。 

母親の出勤時間について、就学前児童では「8 時台」（52.5％）、「7 時台」（29.1％）、

「9 時台」（11.3％）、就学児童も同様に「8 時台」（49.5％）、「7 時台」（29.5％）、

「9 時台」（11.9％）の順となっています。 

また帰宅時間について、就学前児童では「18～19 時台」（62.7％）、「16～17 時

台」（24.3％）、就学児童も同様に「18～19 時台」（55.9％）「16～17 時台」（23.6％）

の順となっており、両者ともに 20 時以後の帰宅も就学前児童では 4.8％、就学児童で

6.4％みられました。 

母親の就労先は、就学前、就学児ともに「花巻中央地区」（就学前 17.0％・就学児

17.4％）、「他市町村」（就学前 24.5％・就学児 20.5％）、「宮野目地区」（就学前 8.1％、

就学児 9.3％）の順となっています。 

  

問 母親の就労日数（1週当たり） 

問 母親の就労時間（1日当たり） 

0.4 0.9 2.0 5.5 

74.5 

16.7 

0.0 0.4 1.2 1.9 6.7 

72.9 

16.9 

0.0 
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１
日
程
度

２
日
程
度

３
日
程
度

４
日
程
度

５
日
程
度

６
日
以
上

無
回
答

就学前 就学児

(%)

就学前
n=1836

就学児
n=1719

1.5 
10.4 

23.3 

56.7 

5.0 0.6 2.4 1.8 
14.0 19.6 

53.8 

6.2 1.3 3.4 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

４
時
間
未
満

４
～
５
時
間

６
～
７
時
間

８
～
９
時
間

１
０
～
１
１
時
間

１
２
時
間
以
上

無
回
答

就学前 就学児

(%)

就学前
n=1877

就学児
n=1739
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問 母親の出勤時間 

問 母親の帰宅時間 

0.5 1.6 

29.1 

52.5 

11.3 
2.8 0.5 1.7 1.1 1.8 

29.5 

49.5 

11.9 
3.3 0.8 2.1 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

4
～

5

時
台

6

時
台

7

時
台

8

時
台

9

時
台

1

0

時
以
降

1

6

時
台
～

夜
間

無
回
答

就学前 就学児

(%)

就学前
n=1877

就学児
n=1768

17.0 

8.1 

24.5 

17.4 

9.3 

20.5 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

松
園
地
区

花
北
地
区

花
巻
中
央
地
区

花
西
地
区

花
南
地
区

湯
口
地
区

湯
本
地
区

矢
沢
地
区

宮
野
目
地
区

太
田
地
区

笹
間
地
区

大
迫
地
区

内
川
目
地
区

外
川
目
地
区

亀
ケ
森
地
区

好
地
地
区

大
瀬
川
地
区

八
日
市
地
区

八
幡
地
区

八
重
畑
地
区

新
堀
地
区

小
山
田
地
区

土
沢
地
区

成
島
地
区

浮
田
地
区

谷
内
地
区

田
瀬
地
区

他
市
町
村

無
回
答

就学前 就学児

(%)

就学前
n=1868

就学児
n=1767

問 母親の就労先 

0.2 6.2 

24.3 

62.7 

3.8 0.4 0.6 1.7 0.5 
11.5 

23.6 

55.9 

5.3 0.5 0.6 2.2 
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

９
～
１
２
時
以
前

１
２
～
１
５
時
台

１
６
～
１
７
時
台

１
８
～
１
９
時
台

２
０
～
２
１
時
台

２
２
～
２
４
時
台

１
～
８
時
台

無
回
答

就学前 就学児

(%)

就学前
n=1878

就学児
n=1769
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母親のパートタイムからフルタイムへの転換意向をみると、就学前児童ではフルタイ

ムを希望する方は 30.4％ですが、実現できる見込みのある方は 10.5％にとどまってい

ます。 

一方、就学児童でもフルタイムを希望する方は 27.7％ですが、実現できる見込みのあ

る方は、8.2％にとどまっています。 

就学前児童よりも、就学児童の方が「パート・アルバイト等での就労を続けることを

希望」する母親の割合が 12.4 ポイント多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労していない母親の今後の就労希望をみると、就学前児童では就労意向のある方が

70.0％おり、その内訳は「1 年より先、一番下の子どもが○歳になったころに就労した

い」（37.9％）、「すぐにでも、もしくは 1 年以内に就労したい」（32.1％）、希望する就

労形態は「パートタイム、アルバイト等」（70.5％）、「フルタイム」（26.2％）となっ

ています。就労時期となる子どもの年齢については「0～3 歳」（55.6％）、次いで「6

～8 歳」（23.6％）となっています。 

就学児童では就労意向のある方が 52.1％で、その内訳は「すぐにでも、もしくは 1 年

以内に就労したい」（36.8％）、「1 年より先、一番下の子どもが○歳になったころに就

労したい」（21.7％）、希望する就労形態は「パートタイム、アルバイト等」（82.0％）、

「フルタイム」（15.7％）、となっています。就労時期となる子どもの年齢については「6

～8 歳」（33.3％）、次いで「0～3 歳」（29.4％）と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 母親のパートタイムからフルタイム勤務への意向 

問 就労していない母親の今後の就労希望 

10.5 

8.2 

19.9 

19.5 

42.0 

54.4 

3.6 

1.6 

24.1 

16.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前

就学児

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等での就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答

n=553

n=570

17.2 

30.4 

37.9 

21.7 

32.1 

36.8 

12.8 

11.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前

就学児

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

1年より先、一番下の子どもが○歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは1年以内に就労したい

無回答

n=383

n=253
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問 「1年より先、一番下の子どもが○歳になったころに就労したい」 

を選んだ方の一番下の子の年齢 

就学前 就学児 

問 「すぐにでも、もしくは 1年以内に就労したい」を選んだ方の希望する就労形態 

就学前 就学児 

0～3歳

55.6%
4～5歳

17.4%

6～8歳

23.6%

9～11歳

2.8%

12歳以

上

0.7%

無回答

0.0%

n=144

0～3歳

29.4%

4～5歳
11.8%

6～8歳

33.3%

9～11歳

17.6%

12歳以

上

7.8%

無回答

0.0%

n=51

フルタイ

ム

26.2%パートタ

イム・ア

ルバイト

等

70.5%

無回答

3.3%

n=122

フルタイ

ム

15.7%

パートタ

イム・ア

ルバイト

等
82.1%

無回答

2.2%

n=89
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「パート・アルバイト等」を選択した母親が希望する就労形態をみると、就学前児童

では就労日数が「5 日」（48.2％）、就労時間「4～5 時間」（66.7％）となり、ともに

およそ半数を占めています。 

就学児童についても同様に、就労日数が「5 日」（50.0％）、就労時間「4～5 時間」

（72.2％）となり、同じ傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「パート・アルバイト等」を選んだ方の希望就労日数（1週当たり） 

「パート・アルバイト等」を選んだ方の希望就労時間（1日当たり） 

0.0 2.4 

17.6 

30.6 

48.2 

1.2 0.0 0.0 1.4 

19.4 
29.2 

50.0 

0.0 0.0 
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

1日 2日 3日 4日 5日 6日以上 無回答

就学前 就学児
就学前n=85

就学児n=72

(%)

5.6 

66.7 

20.0 

2.2 0.0 0.0 
5.6 2.8 

72.2 

20.8 

2.8 0.0 0.0 1.4 
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

４
時
間
未
満

４
～
５
時
間

６
～
７
時
間

８
～
９
時
間

１
０
～
１
１
時
間

１
２
時
間
以
上

無
回
答

就学前 就学児

就学前
n=90

就学児
n=72

(%)
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（2）父親の就労状況 

1）共通 

父親の就労状況をみると、就学前児童では「フルタイムで就労しており、育休・介護

休業中ではない」（90.2％）が大半を占め、「産休・育休・介護休業中である」が 0.2％

となっています。 

就学児童についても「フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない」（85.8％）

をはじめ、およそ 8 割の方が就労しています。「産休・育休・介護休業中である」が 0.1％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父親の就労日数・就労時間をみると、就学前児童では「5 日程度」（56.6％）、「8～9

時間」（56.3％）が最も多く、就学児童も同様に「5 日程度」（54.6％）、「8～9 時間」

（53.6％）となっています。 

父親の出勤時間について、就学前児童では「7 時台」（44.8％）、「8 時台」（28.8％）、

就学児童も同様に「7 時台」（47.4％）「8 時台」（26.2％）の順となっています。 

また帰宅時間について、就学前児童・就学児童ともに「18～19 時台」（51.5％・

50.2％）が最も多く、次いで「20～21 時台」（28.9％・28.7％）となっています。

22 時以降の帰宅は、就学前児童が 9.2％、就学児童が 8.7％となっています。 

父親の就労先は、就学前、就学児ともに「他市町村」（就学前 45.0％・就学児 47.0％）、

「花巻中央地区」（就学前 10.5％・就学児 9.5％）、「宮野目地区」（就学前 7.6％、就学

児 6.5％）の順となっています。 

  

問 父親の状況 

90.2 

85.8 

0.2 

0.1 

0.7 
0.8 

0.7 

0.8 

8.3 

12.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前

就学児

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

n=2295

n=2131
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問 父親の就労日数（1週当たり） 

問 父親の就労時間（1日当たり） 

問 父親の出勤時間 

0.2 0.1 0.9 1.1 

56.6 

41.1 

0.0 0.2 0.1 1.2 1.2 

54.6 
42.8 

0.0 
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１
日
程
度

２
日
程
度

３
日
程
度

４
日
程
度

５
日
程
度

６
日
以
上

無
回
答

就学前 就学児

(%)

就学前
n=2064

就学児
n=1811

0.3 0.1 1.2 

56.3 

25.9 
13.6 

2.6 0.2 0.2 1.1 

53.6 

27.8 

13.6 
3.5 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

４
時
間
未
満

４
～
５
時
間

６
～
７
時
間

８
～
９
時
間

１
０
～
１
１
時
間

１
２
時
間
以
上

無
回
答

就学前 就学児

(%)

就学前
n=2088

就学児
n=1840

4.0 
10.7 

44.8 

28.8 

4.0 2.5 2.6 2.6 3.6 
11.5 

47.4 

26.2 

3.1 1.9 3.1 3.2 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

４
～
５
時
台

６
時
台

７
時
台

８
時
台

９
時
台

１
０
時
以
降

１
６
時
台
～
夜

間

無
回
答

就学前 就学児

(%)

就学前
n=2090

就学児
n=1846
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問 父親の帰宅時間 

1.9 0.7 5.3 

51.5 

28.9 

7.0 2.2 2.6 2.3 0.9 5.7 

50.2 

28.7 

6.3 2.4 3.5 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

９
～
１
２
時
以
前

１
２
～
１
５
時
台

１
６
～
１
７
時
台

１
８
～
１
９
時
台

２
０
～
２
１
時
台

２
２
～
２
４
時
台

１
～
８
時
台

無
回
答

就学前 就学児

(%)

就学前
n=2090

就学児
n=1846

問 父親の就労先 

10.5 
7.6 

45.0 

9.5 
6.5 

47.0 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

松
園
地
区

花
北
地
区

花
巻
中
央
地
区

花
西
地
区

花
南
地
区

湯
口
地
区

湯
本
地
区

矢
沢
地
区

宮
野
目
地
区

太
田
地
区

笹
間
地
区

大
迫
地
区

内
川
目
地
区

外
川
目
地
区

亀
ケ
森
地
区

好
地
地
区

大
瀬
川
地
区

八
日
市
地
区

八
幡
地
区

八
重
畑
地
区

新
堀
地
区

小
山
田
地
区

土
沢
地
区

成
島
地
区

浮
田
地
区

谷
内
地
区

田
瀬
地
区

他
市
町
村

無
回
答

就学前 就学児

(%)

就学前
n=2085

就学児
n=1843
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父親のパートタイムからフルタイムへの転換意向をみると、就学前児童ではフルタイ

ムを希望する方は 53.3％いますが、実現できる見込みのある方は 40.0％となっていま

す。 

就学児童は、フルタイムを希望する方は 52.9％いますが、実現できる見込みのある方

は 17.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労していない父親の今後の就労希望をみると、就学前児童では「すぐにでも、もし

くは 1 年以内に就労したい」（69.2％、9 人）、希望する就労形態は「フルタイム」

（100.0％）となっています。 

なお、就学児童については、就労意向のある方が 53.4％となっており、「1 年より先、

一番下の子どもが○歳になったころに就労したい」（6.7％、1 人）、「すぐにでも、もし

くは 1 年以内に就労したい」（46.7％、7 人）と回答しています。希望する就労形態は、

「フルタイム」（71.4％）、「パート・アルバイト等」（28.6％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 父親のパートタイムからフルタイム勤務への意向 

問 就労していない父親の今後の就労希望 

40.0 

17.6 

13.3 

35.3 

33.3 

29.4 

13.3 

17.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前

就学児

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等での就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答

n=15

n=17

13.3 6.7

69.2

46.7

30.8

33.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前

就学児

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

1年より先、一番下の子どもが○歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは1年以内に就労したい

無回答

n=13

n=15
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問「1 年より先、一番下の子どもが○歳になったころに就労したい」

を選んだ方の一番下の子の年齢 

就学前 就学児 

問「すぐにでも、もしくは 1 年以内に就労したい」を選んだ方の希望する就労形態 

就学前 就学児 

「パート・アルバイト等」を選んだ方の希望就労日数（1週当たり） 

「パート・アルバイト等」を選んだ方の希望就労時間（1日当たり） 

就学前の該当者はあり

ませんでした。 

就学前では該当者はありませんでした。 

就学児では、「4～5 時間」が 1 人、「6～7 時間」が 1 人でした。 

12歳以

上

100.0%

フルタイ

ム

100.0%

パートタ

イム・ア

ルバイト

等
0.0%

無回答

0.0%

n=9

フルタイ

ム

71.4%

パートタ

イム・ア

ルバイト

等

28.6%

無回答

0.0%

n=7

就学前では該当者はありませんでした。 

就学児では「5 日」が 2 人でした。 
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第 3章 子育て支援サービスの現状と今後の利用希望 

1．平日の定期的な教育・保育事業の現状と今後の利用希望 

（1）平日の定期的な教育・保育事業（全体） 

1）就学前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日の定期的な教育・保育事業（全体）の利用日数と希望日数（1 週当たり）をみる

と、利用では「5 日」（現在 96.5％、希望 86.3％）、「4 日」（現在 1.6％、希望 0.9％）

の順となっています。 

また、利用時間と希望時間（1 日当たり）について、利用では「8 時間」（21.1％）、

「10 時間」（20.6％）、「9 時間」（20.3％）の順となっており、希望では「10 時間」

（19.5％）、「9 時間」（19.4％）、「8 時間」（19.2％）の順となっています。 

  

問 定期的な教育・保育事業の利用状況 

問 定期利用と希望の教育・保育事業（複数回答） 

定期的な教育・保育事業（全体）の利用状況

をみると、85.0％の方が利用していると回答し

ています。 

利用中の事業としては、「認可保育所」

（61.4％）、「幼稚園」（21.5％）、「認定こども

園」（8.6％）の順となっています。 

一方、今後の利用希望では「認可保育所」

（67.4％）、「幼稚園」（36.3％）、「認定こども

園」（22.2％）の順となっており、現在の定期利

用に比べ「認可保育所」は 6.3 ポイント、「幼稚

園」は 14.6 ポイント高くなっています。 

利用し

ている

85.0%

利用し

ていな

い
14.8%

無回答
0.2%

n=2300

21.5 
7.7 

61.4 

8.6 3.1 0.1 1.2 0.6 2.0 0.0 0.5 0.9 0.3 

36.3 

20.7 

67.4 

22.2 
7.8 1.7 5.7 2.4 1.1 2.7 7.3 2.6 0.9 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

幼
稚
園

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

認
可
保
育
所

認
定
こ
ど
も
園

小
規
模
な
保
育
施
設

家
庭
的
保
育

事
業
所
内
保
育
施
設

自
治
体
の
認
証
・認
定

保
育
施
設

そ
の
他
の
認
可
外
の
保

育
施
設

居
宅
訪
問
型
保
育

フ
ァ
ミ
リ
ー
・サ
ポ
ー

ト
・セ
ン
タ
ー

児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
等

そ
の
他

定期利用 希望

(%)

定期利用
n=1949

希望
n=2300
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問 定期的な教育・保育事業の利用日数と希望日数（1 週当たり） 

問 定期的な教育・保育事業の利用時間と希望時間（1 日当たり） 

0.7 

6.0 6.5 4.6 

11.4 

21.1 20.3 20.6 

5.2 
0.9 2.8 0.2 1.2 3.1 5.4 

10.3 

19.2 19.4 
19.5 

5.7 
2.6 

13.3 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

３
時
間
以
下

４
時
間

５
時
間

６
時
間

７
時
間

８
時
間

９
時
間

１
０
時
間

１
１
時
間

１
２
時
間
以

上

無
回
答

現在 希望

(%)

現在
n=1957

希望
n=1941

0.1 0.0 0.2 1.6 

96.5 

1.6 0.1 0.0 0.2 0.9 

86.3 

12.5 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 無回答

現在 希望

(%)

現在 n=1956

希望 n=1941
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定期的な教育・保育事業（全体）の利用開始時間と利用終了時間をみると、開始時間

は「8 時台」（49.3％）、「9 時台」（36.3％）、「7 時台」（11.0％）の順、終了時間は

「18 時台」（29.1％）、「17 時台」（26.6％）、「16 時台」（21.3％）の順となって

います。 

希望の開始時間は現在の開始時間と比べると「8 時台」（45.8％）、「9 時台」（28.9％）、

「7 時台」（10.7％）が高くなっています。希望の終了時間は「18 時台」（26.4％）、

「17 時台」（25.8％）、「16 時台」（17.0％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 定期的な教育・保育事業の開始時間（現在と希望） 

問 定期的な教育・保育事業の終了時間（現在と希望） 

0.0 

11.0 

49.3 

36.3 

0.8 2.7 0.3 

10.7 

45.8 

28.9 

0.4 

14.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

６
時
台

７
時
台

８
時
台

９
時
台

１
０
時
台

無
回
答

現在 希望

(%)

現在 n=1957

希望 n=1940

0.3 
8.0 5.7 4.1 

21.3 
26.6 29.1 

2.3 2.7 0.3 1.7 3.5 5.8 

17.0 
25.8 26.4 

5.6 
13.9 

0.0

20.0

40.0

60.0

１
２
時
台

１
３
時
台

１
４
時
台

１
５
時
台

１
６
時
台

１
７
時
台

１
８
時
台

１
９
時
台
以

降

無
回
答

現在 希望

(%)

現在
n=1957

希望
n=1939
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定期的な教育・保育事業（全体）の教育・保育施設の実施場所をみると、ほとんどの

方が「花巻市内」（97.0％）と回答し、市内の施設を利用しています。一方、希望実施

場所としては「花巻市内」（83.6％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 教育・保育の実施場所（現在と希望） 

97.0 

83.6 

2.2 

2.5 

0.9 

13.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在

希望

花巻市内 他の市町村 無回答

n=1946

n=2296
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（2）幼稚園 

1）就学前 

幼稚園の年齢別利用者数は、5 歳（158 人）、4 歳（132 人）、3 歳（96 人）、2 歳

（30 人）の順となっています。 

利用している理由は、「子どもの教育や発達のため」（94.5％）「子育て（教育を含む）

をしている方が現在就労している」（47.5％）、の順となっており、その他の理由は少数

となっています。他の施設に比べて「子どもの教育や発達のため」の割合が高くなって

おり、教育や発達面で期待されていることが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 幼稚園の年齢別利用者数 問 幼稚園を利用している理由（複数回答） 

2歳児

30人

3歳児

96人

4歳児

132人

5歳児

158人

無回答

3人

n=419

94.5 

47.5 

4.1 

1.4 

1.4 

0.0 

1.0 

1.4 

0.0 50.0 100.0

子どもの教育や発達のため

子育てをしている方が現在

就労している

子育てをしている方が就労

予定がある／求職中である

子育てをしている方が家族・

親族などを介護している

子育てをしている方が病気

や障がいがある

子育てをしている方が学生

である

その他

無回答

(%)n=417
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平日の幼稚園の利用日数と希望日数（1週当たり）をみると、利用では「5日」（97.4％）、

「4 日」（1.0％）の順となっており、希望では「5 日」（84.0％）となっています。 

また、平日の利用時間と希望時間（1 日当たり）について、利用では「5 時間」（27.2％）、

「4 時間」（23.6％）、「6 時間」（16.0％）、の順となっており、希望では「4 時間」と

「5 時間」が減少した一方で、「6 時間」以降で増加しており、今より伸ばして欲しいと

いう希望がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 幼稚園の利用日数と希望日数（1週当たり） 

問 幼稚園の利用時間と希望時間（1日当たり） 

0.2 0.0 0.0 1.0 

97.4 

1.4 0.2 0.0 0.0 0.5 

84.0 

15.3 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

1日 2日 3日 4日 5日 無回答

現在 希望

(%)

現在 n=419

希望 n=418

1.9 

23.6 27.2 

16.0 
7.6 9.5 

5.5 4.8 
0.2 0.2 1.0 4.3 

12.2 
19.9 

14.6 15.1 
7.7 6.5 

1.9 1.4 
0.0

20.0

40.0

60.0

３
時
間

４
時
間

５
時
間

６
時
間

７
時
間

８
時
間

９
時
間

１
０
時
間

１
１
時
間

１
２
時
間
以
上現在 希望

(%)

現在 n=419

希望 n=418
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平日の幼稚園の利用開始時間と利用終了時間をみると、開始時間は「9 時台」（64.0％）、

「8 時台」（27.7％）の順、終了時間は「13 時台」（32.7％）、「14 時台」（24.3％）、

「15 時台」（12.4％）の順となっています。 

希望する開始時間は「9 時台」（45.9％）「10 時台以降」（1.4％）が若干減少し、「8

時台」（32.1％）。「7 時台」（3.6％）が増加しています。希望する終了時間は、「15 時

台」以降で増加し、「14 時台」以前で減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 幼稚園の利用開始時間（現在と希望） 

問 幼稚園の利用終了時間（現在と希望） 

0.0 2.1 

27.7 

64.0 

1.9 0.2 3.6 

32.1 

45.9 

1.4 
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

６
時
台
以
前

７
時
台

８
時
台

９
時
台

１
０
時
台
以
降現在 希望

(%)

現在 n=419

希望 n=418

0.5 

32.7 
24.3 

12.4 9.1 9.8 6.9 
0.0 0.0 6.2 

14.8 21.3 
15.3 13.9 9.3 2.4 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

１
２
時
台
以
前

１
３
時
台

１
４
時
台

１
５
時
台

１
６
時
台

１
７
時
台

１
８
時
台

１
９
時
台
以
降現在 希望

(%)

現在 n=419

希望 n=418
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（3）幼稚園の預かり保育 

1）就学前 

幼稚園の預かり保育の年齢別利用者数は、5 歳（57 人）、3 歳（44 人）、4 歳（41

人）、2 歳（8 人）の順となっています。 

利用している理由は、「子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している」

（91.2％）、「子どもの教育や発達のため」（76.5％）の順となっており、その他の理由

は少数となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 幼稚園の預かり保育の年齢別利用者数 問 幼稚園の預かり保育を利用している理由

（複数回答） 

76.5 

91.2 

0.0 

2.9 

0.0 

0.0 

0.0 

2.9 

0.0 50.0 100.0

子どもの教育や発達のため

子育てをしている方が現在

就労している

子育てをしている方が就労

予定がある／求職中である

子育てをしている方が家族・

親族などを介護している

子育てをしている方が病気

や障がいがある

子育てをしている方が学生

である

その他

無回答

(%)n=34

2歳児

8人

3歳児

44人

4歳児

41人

5歳児

57人

n=150
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平日の幼稚園の預かり保育の利用日数と希望日数（1 週当たり）をみると、利用では

「5 日」（91.2％）、「4 日」（5.9％）の順となっており、希望では「5 日」（76.5％）

となっています。 

また、平日の利用時間と希望時間（1 日当たり）について、利用では「9 時間」（29.4％）、

「8 時間」（26.5％）、「7 時間」「10 時間」（各 17.6％）の順となっており、希望では

「9 時間」「11 時間」が増加しており、それ以外では減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 幼稚園の預かり保育の利用日数と希望日数（1週当たり） 

問 幼稚園の預かり保育の利用時間と希望時間（1日当たり） 

0.0 0.0 0.0 
5.9 

91.2 

2.9 0.0 0.0 0.0 2.9 

76.5 

20.6 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

1日 2日 3日 4日 5日 無回答

現在 希望

(%)

現在 n=34

希望 n=34

0.0 0.0 
5.9 

0.0 

17.6 
26.5 29.4 

17.6 

0.0 0.0 0.0 0.0 2.9 5.9 8.8 
17.6 

35.3 

5.9 2.9 0.0 
0.0

20.0

40.0

60.0

３
時
間

４
時
間

５
時
間

６
時
間

７
時
間

８
時
間

９
時
間

１
０
時
間

１
１
時
間

１
２
時
間
以
上現在 希望

(%)

現在 n=34

希望 n=34
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平日の幼稚園の預かり保育の利用開始時間と利用終了時間をみると、開始時間は「8

時台」（50.0％）、「9 時台」（41.2％）、「7 時台」（5.9％）の順、終了時間は「17 時

台」（32.4％）、「16 時台」「18 時台」（各 29.4％）、「14 時台」（5.9％）の順となっ

ています。 

希望する開始時間は「8 時台」（41.2％）、「9 時台」（32.4％）。「7 時台」（8.8％）

の順となっています。希望する終了時間は、「17 時台」（35.3％）、「14 時台」（8.8％）

が増加し、「18 時台」（20.6％）、「16 時台」（17.6％）が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 幼稚園の預かり保育の利用開始時間（現在と希望） 

問 幼稚園の預かり保育の利用終了時間（現在と希望） 

0.0 
5.9 

50.0 
41.2 

0.0 0.0 
8.8 

41.2 
32.4 

0.0 
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

６
時
台
以
前

７
時
台

８
時
台

９
時
台

１
０
時
台
以
降現在 希望

(%)

現在 n=34

希望 n=34

0.0 0.0 5.9 0.0 

29.4 32.4 29.4 

0.0 0.0 0.0 
8.8 

0.0 
17.6 

35.3 
20.6 

0.0 
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

１
２
時
台
以
前

１
３
時
台

１
４
時
台

１
５
時
台

１
６
時
台

１
７
時
台

１
８
時
台

１
９
時
台
以
降現在 希望

(%)

現在 n=34

希望 n=34
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（4）認可保育所 

1）就学前 

認可保育所の年齢別利用者数は、4 歳（300 人）、5 歳（286 人）、3 歳（249 人）、

2 歳（170 人）、1 歳（111 人）、0 歳（69 人）の順となっています。 

利用している理由は、「子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している」

（95.8％）、「子どもの教育や発達のため」（45.8％）の順となっており、その他の理由

は少数となっています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

45.8 

95.8 

1.9 

1.0 

1.6 

0.2 

1.2 

0.5 

0.0 50.0 100.0

子どもの教育や発達のため

子育てをしている方が現在

就労している

子育てをしている方が就労

予定がある／求職中である

子育てをしている方が家族・

親族などを介護している

子育てをしている方が病気

や障がいがある

子育てをしている方が学生

である

その他

無回答

(%)n=1189

0歳児

69人

1歳児

111人

2歳児

170人
3歳児

249人

4歳児

300人

5歳児

286人

無回答

3人

n=1188

問 認可保育所の年齢別利用者数 問 認可保育所を利用している理由

（複数回答） 
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平日の認可保育所の利用日数と希望日数（1 週当たり）をみると、利用では「5 日」

（97.4％）、「4 日」（1.3％）の順となっており、希望では「5 日」（87.9％）となって

います。 

また、平日の利用時間と希望時間（1 日当たり）について、利用では「10 時間」（26.8％）、

「9 時間」（26.0％）、「8 時間」（23.8％）、「7 時間」（11.4％）の順となっており、

希望では「12 時間以上」で若干増加しており、それ以外では減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 認可保育所の利用日数と希望日数（1週当たり） 

問 認可保育所の利用時間と希望時間（1日当たり） 

0.0 0.0 0.1 1.3 

97.4 

1.3 0.0 0.0 0.2 1.0 

87.9 

11.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

1日 2日 3日 4日 5日 無回答

現在 希望

(%)

現在 n=1194

希望 n=1187

0.2 0.0 0.3 1.0 
11.4 

23.8 26.0 26.8 

7.4 
1.1 0.0 0.2 0.1 0.8 

8.1 

20.3 23.0 25.3 

7.1 
3.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

３
時
間

４
時
間

５
時
間

６
時
間

７
時
間

８
時
間

９
時
間

１
０
時
間

１
１
時
間

１
２
時
間
以
上現在 希望

(%)

現在 n=1195

希望 n=1187
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平日の認可保育所の利用開始時間と利用終了時間をみると、開始時間は「8 時台」

（57.2％）、「9 時台」（26.5％）、「7 時台」（14.5％）の順、終了時間は「18 時台」

（37.2％）、「17 時台」（32.7％）、「16 時台」（23.7％）の順となっています。 

希望する開始時間は「8 時台」（51.1％）、「9 時台」（22.3％）。「7 時台」（13.4％）

となっています。希望する終了時間は、「19 時台以降」（6.8％）が若干増加し、「18 時

台」（33.1％）、「17 時台」（29.6％）、「16 時台」（16.5％）が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 認可保育所の利用開始時間（現在と希望） 

問 認可保育所の利用終了時間（現在と希望） 

0.0 

14.5 

57.2 

26.5 

0.1 0.3 
13.4 

51.1 

22.3 

0.1 
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

６
時
台
以
前

７
時
台

８
時
台

９
時
台

１
０
時
台
以
降現在 希望

(%)

現在 n=1195

希望 n=1186

0.2 0.1 0.0 1.1 

23.7 
32.7 37.2 

3.4 0.4 0.1 0.0 0.7 
16.5 

29.6 33.1 

6.8 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

１
２
時
台
以
前

１
３
時
台

１
４
時
台

１
５
時
台

１
６
時
台

１
７
時
台

１
８
時
台

１
９
時
台
以
降現在 希望

(%)

現在
n=1195

希望
n=1185
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（5）認定こども園 

1）就学前 

認定こども園の年齢別利用者数は、5 歳（52 人）、4 歳（39 人）、3 歳（32 人）、2

歳（25 人）、1 歳（11 人）、0 歳（7 人）の順となっています。 

利用している理由は、「子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している」

（82.6％）、「子どもの教育や発達のため」（62.1％）の順となっており、その他の理由

はごく少数となっています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

62.1 

82.6 

1.9 

1.9 

1.9 

0.6 

1.2 

0.0 

0.0 50.0 100.0

子どもの教育や発達のため

子育てをしている方が現在

就労している

子育てをしている方が就労

予定がある／求職中である

子育てをしている方が家族・

親族などを介護している

子育てをしている方が病気

や障がいがある

子育てをしている方が学生

である

その他

無回答

(%)n=161

0歳児

7人 1歳児

11人

2歳児

25人

3歳児

32人4歳児

39人

5歳児

52人

無回答

1人

n=167

問 認定こども園の年齢別利用者数 
問 認定こども園を利用している理由

（複数回答） 
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平日の認定こども園の利用日数と希望日数（1 週当たり）をみると、利用では「5 日」

（93.2％）、「4 日」（4.3％）の順となっており、希望では「5 日」（84.5％）となって

います。 

また、平日の利用時間と希望時間（1 日当たり）について、利用では「8 時間」（23.0％）、

「7 時間」「9 時間」（各 18.6％）、「10 時間」（16.1％）の順となっており、希望では

「5 時間」「6 時間」「9 時間」「11 時間」が増加し、それ以外で減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 認定こども園の利用日数と希望日数（1 週当たり） 

問 認定こども園の利用時間と希望時間（1 日当たり） 

0.0 

10.6 
3.1 1.9 

18.6 
23.0 

18.6 16.1 

3.1 0.6 0.0 2.6 3.9 3.9 

17.4 
20.6 20.6 

12.9 
5.2 

0.6 
0.0

20.0

40.0

60.0

３
時
間

４
時
間

５
時
間

６
時
間

７
時
間

８
時
間

９
時
間

１
０
時
間

１
１
時
間

１
２
時
間
以
上現在 希望

(%)

現在 n=161

希望 n=155

0.0 0.0 0.0 4.3 

93.2 

2.5 0.6 0.0 0.6 1.9 

84.5 

12.3 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

1日 2日 3日 4日 5日 無回答

現在 希望

(%)

現在 n=161

希望 n=155
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平日の認定こども園の利用開始時間と利用終了時間をみると、開始時間は「8 時台」

（44.1％）、「9 時台」（42.2％）、「7時台」（8.7％）の順、終了時間は「16 時台」（29.2％）、

「18 時台」（26.7％）、「17 時台」（24.8％）の順となっています。 

希望時間の開始時間は現在とあまり大きな差は見られません。希望の終了時間は、「17 

時台」（27.7％）、「15 時台」（5.8％）、「19 時以降」（4.5％）でやや増加し、「16 時

台」（24.5％）、「18 時台」（21.3％）と「14 時台」以前でやや減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 認定こども園の利用開始時間（現在と希望） 

問 認定こども園の利用終了時間（現在と希望） 

0.0 
8.7 

44.1 42.2 

1.9 0.0 
7.7 

42.6 38.1 

0.6 
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

６
時
台
以
前

７
時
台

８
時
台

９
時
台

１
０
時
台
以
降現在 希望

(%)

現在 n=161

希望 n=155

0.0 
11.2 

3.7 1.2 

29.2 24.8 26.7 

0.0 0.0 3.2 1.9 5.8 
24.5 

27.7 
21.3 

4.5 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

１
２
時
台
以
前

１
３
時
台

１
４
時
台

１
５
時
台

１
６
時
台

１
７
時
台

１
８
時
台

１
９
時
台
以
降現在 希望

(%)

現在 n=161

希望 n=155
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（6）小規模な保育施設 

1）就学前 

平日の小規模な保育施設の年齢別利用者数は、1 歳（27 人）、0 歳（24 人）、2 歳（10

人）の順となっています。 

利用している理由は、「子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している」

（93.0％）「子どもの教育や発達のため」（42.1％）の順となっており、その他の理由

は少なくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 小規模な保育施設を利用している理由

（複数回答） 

0歳児

24人

1歳児

27人

2歳児

10人

n=61

問 小規模な保育施設の年齢別利用

者数 

42.1 

93.0 

1.8 

0.0 

3.5 

0.0 

3.5 

0.0 

0.0 50.0 100.0

子どもの教育や発達のため

子育てをしている方が現在

就労している

子育てをしている方が就労

予定がある／求職中である

子育てをしている方が家族・

親族などを介護している

子育てをしている方が病気

や障がいがある

子育てをしている方が学生

である

その他

無回答

(%)n=57
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平日の小規模な保育施設の利用日数と希望日数（1 週当たり）をみると、利用では「5

日」（91.4％）、次いで「4 日」（6.9％）と回答し、希望では「5 日」（87.9％）となっ

ています。 

また、平日の利用時間と希望時間（1 日当たり）について、利用では「10 時間」（25.9％）、

「8 時間」「9 時間」（各 20.7％）、「7 時間」（19.0％）の順となっており、希望では「9

時間」、「11 時間」が増加し、「7 時間」、「8 時間」、「10 時間」で減少しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 小規模な保育施設の利用日数と希望日数（1週当たり） 

問 小規模な保育施設の利用時間と希望時間（1日当たり） 

0.0 0.0 0.0 
6.9 

91.4 

1.7 0.0 0.0 0.0 0.0 

87.9 

12.1 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

1日 2日 3日 4日 5日 無回答

現在 希望

(%)

現在 n=58

希望 n=58

1.7 1.7 0.0 1.7 

19.0 20.7 20.7 
25.9 

0.0 3.4 0.0 0.0 0.0 1.7 

12.1 
19.0 

24.1 24.1 

5.2 3.4 

0.0

20.0

40.0

60.0

３
時
間

４
時
間

５
時
間

６
時
間

７
時
間

８
時
間

９
時
間

１
０
時
間

１
１
時
間

１
２
時
間
以
上現在 希望

(%)

現在 n=58

希望 n=58



 

42 

 

平日の小規模な保育施設の利用開始時間と利用終了時間をみると、開始時間は「8 時

台」（51.7％）、「9 時台」（34.5％）、「7 時台」（8.6％）の順、終了時間は「18 時台」

（32.8％）、「16 時台」（29.3％）、「17 時台」（25.9％）の順となっています。 

利用開始時間は現在に比べて希望は「8 時台」（53.4％）でやや増加し、「9 時台」

（27.6％）「10 時台以降」で減少しています。利用終了時間は「18 時台」（32.8％）

は変わらず、「17時台」（27.6％）、「19時台以降」（6.9％）で増加し、「16時台」（20.7％）

以前で減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 小規模な保育施設の利用開始時間（現在と希望） 

問 小規模な保育施設の利用終了時間（現在と希望） 

0.0 
8.6 

51.7 

34.5 

1.7 0.0 
8.6 

53.4 

27.6 

0.0 
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

６
時
台
以
前

７
時
台

８
時
台

９
時
台

１
０
時
台
以
降現在 希望

(%)

現在 n=58

希望 n=58

0.0 1.7 0.0 3.4 

29.3 25.9 
32.8 

3.4 0.0 0.0 0.0 1.7 
20.7 

27.6 32.8 

6.9 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

１
２
時
台
以
前

１
３
時
台

１
４
時
台

１
５
時
台

１
６
時
台

１
７
時
台

１
８
時
台

１
９
時
台
以
降現在 希望

(%)

現在 n=58

希望 n=58
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（7）家庭的保育 

1）就学前 

家庭的保育の年齢別利用者は、「1 歳」「5 歳」が各 1 人となっています。 

利用している理由や時間等は「無回答」でした。 

 

（8）事業所内保育施設 

1）就学前 

事業所内保育施設の年齢別利用者数は、1 歳（8 人）、0 歳（5 人）、2 歳（4 人）、5

歳（3 人）、3 歳（2 人）、4 歳（1 人）の順となっています。 

利用している理由は、「子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している」

（100.0％）、「子どもの教育や発達のため」（50.0％）の順となっており、その他は、

「子育てをしている方が家族・親族などを介護している」（5.6％）となっています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

50.0 

100.0 

0.0 

5.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 50.0 100.0

子どもの教育や発達のため

子育てをしている方が現在

就労している

子育てをしている方が就労

予定がある／求職中である

子育てをしている方が家族・

親族などを介護している

子育てをしている方が病気

や障がいがある

子育てをしている方が学生

である

その他

無回答

(%)n=18

0歳児

5人

1歳児

8人

2歳児

4人

3歳児

2人

4歳児

1人

5歳児

3人

n=23

問 事業所内保育施設の年齢別利用者数 問 事業所内保育施設を利用している理由

（複数回答） 
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平日の事業所内保育施設の利用日数と希望日数（1 週当たり）をみると、利用・希望

とも全員が「5 日」（利用 100.0％、希望 84.2％）と回答しています。 

また、利用時間と希望時間（1 日当たり）について、利用では「10 時間」（31.6％）、

「8 時間」（31.6％）、「7 時間」「9 時間」「11 時間」（各 10.5％）の順となっており、

希望では「6 時間」「9 時間」「12 時間以上」で増加し、それ以外で減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 事業所内保育施設の利用日数と希望日数（1週当たり） 

問 事業所内保育施設の利用時間と希望時間（1日当たり） 

0.0 0.0 0.0 0.0 

100.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

84.2 

15.8 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

1日 2日 3日 4日 5日 無回答

現在 希望

(%)

現在 n=19

希望 n=19

0.0 0.0 
5.3 

0.0 

10.5 

31.6 

10.5 

31.6 

10.5 

0.0 0.0 0.0 0.0 
5.3 5.3 

21.1 21.1 21.1 

5.3 5.3 

0.0

20.0

40.0

60.0

３
時
間

４
時
間

５
時
間

６
時
間

７
時
間

８
時
間

９
時
間

１
０
時
間

１
１
時
間

１
２
時
間
以
上現在 希望

(%)

現在 n=19

希望 n=19
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事業所内保育施設の利用開始時間と利用終了時間をみると、開始時間は「8 時台」

（73.7％）、「9 時台」（21.1％）、「7 時台」（5.3％）の順、終了時間は現在及び希望と

もに「17 時台」「18時台」（各 31.6％）、「16 時台」（21.1％）、「19 時台以降」（10.5％）

の順となっています。 

平日の利用開始希望時間は、現在に比べて「7 時台」（10.5％）が増加し、「8 時台」

（52.6％）「9 時台」（15.8％）がそれぞれ減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 事業所内保育施設の利用開始時間（現在と希望） 

問 事業所内保育施設の利用終了時間（現在と希望） 

0.0 
5.3 

73.7 

21.1 

0.0 0.0 
10.5 

52.6 

15.8 

0.0 
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

６
時
台
以
前

７
時
台

８
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台
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時
台

１
０
時
台
以
降現在 希望

(%)

現在 n=19

希望 n=19

0.0 0.0 5.3 0.0 

21.1 
31.6 31.6 

10.5 
0.0 0.0 5.3 0.0 

21.1 
31.6 31.6 

10.5 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

１
２
時
台
以
前

１
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時
台

１
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時
台

１
５
時
台

１
６
時
台

１
７
時
台

１
８
時
台

１
９
時
台
以
降現在 希望

(%)

現在 n=19

希望 n=19
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（9）自治体の認証・認定保育施設 

1）就学前 

自治体の認証・認定保育施設の年齢別利用者数は、3 歳（5 人）、4 歳・5 歳（各 3

人）、2 歳（1 人）の順となっています。ただし、（10）その他認可外の保育施設と混同

して有効サンプル数が少ない回答結果となった可能性があります。 

利用している理由は、「子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している」

（77.8％）、「子どもの教育や発達のため」（44.4％）となっており、その他の理由は「子

育てをしている方が就労予定がある／求職中である」「子育てをしている方が家族・親族

などを介護している」がそれぞれ 11.1％となっています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

44.4 

77.8 

11.1 

11.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 50.0 100.0

子どもの教育や発達のため

子育てをしている方が現在

就労している

子育てをしている方が就労

予定がある／求職中である

子育てをしている方が家族・

親族などを介護している

子育てをしている方が病気

や障がいがある

子育てをしている方が学生

である

その他

無回答

(%)n=9

2歳児

1人

3歳児

5人4歳児

3人

5歳児

3人

n=12

問 自治体の認証・認定保育施設

の年齢別利用者数 

問 自治体の認証・認定保育施設を

利用している理由（複数回答） 
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平日の自治体の認証・認定保育施設の利用日数と希望日数（1 週当たり）をみると、

現在・希望とも「5 日」が 100.0％となっています。 

また、平日の利用時間と希望時間（1 日当たり）について、現在・希望とも「8 時間」

（33.3％）、「10 時間」「11 時間」（各 22.2％）の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 自治体の認証・認定保育施設の利用日数と希望日数（1 週当たり） 

問 自治体の認証・認定保育施設の利用時間と希望時間（1 日当たり） 

0.0 0.0 0.0 0.0 

100.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

100.0 

0.0 
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

1日 2日 3日 4日 5日 無回答

現在 希望

(%)

現在 n=9

希望 n=9

0.0 0.0 0.0 0.0 

11.1 

33.3 

11.1 

22.2 22.2 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

33.3 

11.1 

22.2 22.2 

11.1 
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40.0

60.0
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１
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時
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上現在 希望

(%)

現在 n=9

希望 n=9
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平日自治体の認証・認定保育施設の利用開始時間と利用終了時間をみると、開始時間

は現在「7 時台」（44.4％）、「8 時台」（33.3％）、「9 時台」（22.2％）となっており、

終了時間は「18 時台」（44.4％）、「16 時台」（33.3％）、「17 時台」（22.2％）とな

っています。 

自治体の認証・認定保育施設では利用開始希望時間は「7 時台」（55.6％）で増加し、

「8 時台」（22.2％）で減少し、終了希望時間は「18 時台」（44.4％）は変わらず、「17

時台」（33.3％）、「19 時台以降」（11.1％）で増加し、「16 時台」（11.1％）で減少

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 自治体の認証・認定保育施設の利用開始時間（現在と希望） 

問 自治体の認証・認定保育施設の利用終了時間（現在と希望） 

0.0 

44.4 
33.3 

22.2 

0.0 0.0 

55.6 

22.2 22.2 

0.0 
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

６
時
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以
前

７
時
台

８
時
台

９
時
台

１
０
時
台
以
降現在 希望

(%)

現在 n=9

希望 n=9

0.0 0.0 0.0 0.0 

33.3 
22.2 

44.4 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
11.1 

33.3 
44.4 

11.1 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
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以
前
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時
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１
５
時
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１
６
時
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１
７
時
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１
８
時
台

１
９
時
台
以
降現在 希望

(%)

現在 n=9

希望 n=9



 

49 

 

（10）その他認可外の保育施設 

1）就学前 

その他認可外保育施設の年齢別利用者数は、3 歳（10 人）、0 歳・4 歳（各 7 人）、

2 歳（6 人）、1 歳（5 人）、5 歳（3 人）の順となっています。ただし、（９）自治体の

認証・認定保育施設と混同して有効サンプル数が多い回答結果となった可能性がありま

す。 

利用している理由は、「子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している」

（80.6％）、「子どもの教育や発達のため」（52.8％）となっており、その他の理由は「子

育てをしている方が就労予定がある／求職中である」（11.1％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 その他認可外の保育施設の

年齢別利用者数 

問 その他認可外の保育施設を利用

している理由（複数回答） 

52.8 

80.6 

11.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 50.0 100.0

子どもの教育や発達のため

子育てをしている方が現在

就労している

子育てをしている方が就労

予定がある／求職中である

子育てをしている方が家族・

親族などを介護している

子育てをしている方が病気

や障がいがある

子育てをしている方が学生

である

その他

無回答

(%)n=36

0歳児

7人

1歳児

5人

2歳児

6人

3歳児

10人

4歳児

7人

5歳児

3人

n=38
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平日のその他認可外保育施設の利用日数と希望日数（1 週当たり）をみると、現在は

「5 日」（97.3％）、「3 日」（2.7％）となっています。希望は「5 日」が 86.1％とな

っています。 

また、平日の利用時間と希望時間（1 日当たり）について、現在は「8 時間」（40.5％）、

「9 時間」「10 時間」（各 18.9％）となっています。希望では「8 時間」（21.6％）、

「10 時間」（18.9％）、「9 時間」（16.2％）の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 その他認可外の保育施設の利用日数と希望日数（1 週当たり） 

問 その他認可外の保育施設の利用時間と希望時間（1 日当たり） 

0.0 0.0 2.7 0.0 

97.3 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

86.1 

13.9 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

1日 2日 3日 4日 5日 無回答

現在 希望

(%)

現在 n=37

希望 n=36

0.0 0.0 0.0 
5.4 

10.8 

40.5 

18.9 18.9 

2.7 0.0 0.0 0.0 0.0 
5.4 5.4 

21.6 
16.2 18.9 

8.1 8.1 

0.0
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以
上現在 希望

(%)

現在 n=37

希望 n=37
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平日その他認可外保育施設の利用開始時間と利用終了時間をみると、開始時間は現在

「8 時台」（56.8％）、「9 時台」（24.3％）、「7 時台」（16.2％）の順となっています。

就労時間は「17 時台」（32.4％）、「16 時台」（27.0％）、「18 時台」（24.3％）の順

となっています。 

その他認可外の保育施設では利用開始希望時間は現在と同じような傾向となっていま

す。終了時間希望時間は「18 時台」（29.7％）、「19 時台以降」（8.1％）で増加し、

17 時台以前で減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11）居宅訪問型保育 

1）就学前 

回答はありませんでした。 

  

問 その他認可外の保育施設の利用開始時間（現在と希望） 

問 その他認可外の保育施設の利用終了時間（現在と希望） 

0.0 

16.2 

56.8 

24.3 

0.0 0.0 

13.5 

48.6 

16.2 

0.0 
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

６
時
台
以
前

７
時
台

８
時
台

９
時
台

１
０
時
台
以
降現在 希望

(%)

現在 n=37

希望 n=37

0.0 0.0 0.0 
13.5 

27.0 32.4 
24.3 

0.0 0.0 0.0 0.0 
8.1 13.5 

18.9 
29.7 

8.1 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

１
２
時
台
以
前

１
３
時
台

１
４
時
台

１
５
時
台

１
６
時
台

１
７
時
台

１
８
時
台

１
９
時
台
以
降現在 希望

(%)

現在 n=37

希望 n=37
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（12）ファミリー・サポート・センター 

1）就学前 

ファミリー・サポート・センターの年齢別利用者数は、4 歳（3 人）、2 歳・3 歳（各

2 人）、0 歳（1 人）の順となっています。 

利用している理由の回答や利用時間等についての回答はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 ファミリー・サポート・セン

ターの年齢別利用者数 

0歳児

1人

2歳児

2人

3歳児

2人

4歳児

3人

n=8
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（13）児童発達支援センター等 

1）就学前 

児童発達支援センター等の年齢別利用者数は、5 歳（9 人）、4 歳（5 人）、1 歳（2

人）、2 歳・3 歳（各 1 人）の順となっています。 

利用している理由は、「子どもの教育や発達のため」（100.0％）、「子育て（教育を含

む）をしている方が現在就労している」（28.6％）となっており、その他の理由はあり

ませんでした。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 児童発達支援センター等の

年齢別利用者数 

問 児童発達支援センター等を利用

している理由（複数回答） 

100.0 

28.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 50.0 100.0

子どもの教育や発達のため

子育てをしている方が現在

就労している

子育てをしている方が就労

予定がある／求職中である

子育てをしている方が家族・

親族などを介護している

子育てをしている方が病気

や障がいがある

子育てをしている方が学生

である

その他

無回答

(%)n=7

1歳児

2人 2歳児

1人

3歳児

1人

4歳児

5人

5歳児

9人

n=18
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平日の児童発達支援センター等の利用日数と希望日数（1 週当たり）をみると、現在・

希望とも「5 日」が 85.7％、現在では「1 日」（14.3％）となっています。 

また、平日の利用時間と希望時間（1 日当たり）について、現在は「6 時間」（71.4％）、

「3 時間」「7 時間」（各 14.3％）となっています。希望では「7 時間」から「9 時間」

で増加し、「6 時間」「3 時間」は減少しています。ニーズと利用時間が合っていない状

況となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 児童発達支援センター等の利用日数と希望日数（1 週当たり） 

問 児童発達支援センター等の利用時間と希望時間（1 日当たり） 

14.3 

0.0 0.0 0.0 

85.7 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

85.7 

14.3 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

1日 2日 3日 4日 5日 無回答

現在 希望

(%)

現在 n=7

希望 n=7

14.3 

0.0 0.0 

71.4 

14.3 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

14.3 

28.6 28.6 

14.3 

0.0 0.0 0.0 
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

３
時
間

４
時
間

５
時
間

６
時
間

７
時
間

８
時
間

９
時
間

１
０
時
間

１
１
時
間

１
２
時
間
以
上現在 希望

(%)

現在 n=7

希望 n=7
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平日児童発達支援センター等の利用開始時間と利用終了時間をみると、開始時間は現

在「9 時台」（71.4％）、「8 時台」「10 時台以降」（各 14.3％）となっており、終了時

間は「15 時台」（85.7％）、「12 時台以前」（14.3％）となっています。 

利用開始希望時間は「9 時台」（57.1％）、「10 時台以降」（0.0％）が減少し、「8 時

台」（28.6％）が増加しています。利用終了希望時間は「16 時台」（42.9％）、「17 時

台」（28.6％）で増加し、「15 時台」（14.3％）、「12 時台以前」（0.0％）で減少して

います。 

児童発達支援センター等の利用終了時間は、現状とニーズが合っていない状況となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 児童発達支援センター等の利用開始時間（現在と希望） 

問 児童発達支援センター等の利用終了時間（現在と希望） 

0.0 0.0 

14.3 

71.4 

14.3 

0.0 0.0 

28.6 

57.1 

0.0 
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

６
時
台
以
前

７
時
台

８
時
台

９
時
台

１
０
時
台
以
降現在 希望

(%)

現在 n=7

希望 n=7

14.3 
0.0 0.0 

85.7 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
14.3 

42.9 
28.6 

0.0 0.0 
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

１
２
時
台
以
前

１
３
時
台

１
４
時
台

１
５
時
台

１
６
時
台

１
７
時
台

１
８
時
台

１
９
時
台
以
降現在 希望

(%)

現在 n=7

希望 n=7
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（14）定期的な教育・保育の利用理由と未利用の理由 

1）就学前 

定期的な教育・保育事業を利用している理由は、「子育て（教育を含む）をしている方

が現在就労している」（83.4％）、「子どもの教育や発達のため」（58.4％）の順となっ

ており、その他の理由はごく少数となっています。 

一方、利用しない理由は、「子どもがまだ小さいため」（43.8％）、「利用する必要がな

い」（42.3％）、「利用したいが、保育・教育の事業に空きがない」（19.9％）の順とな

っています。 

利用を希望する子どもの年齢については、「3 歳」（45.4％）、「1 歳」（30.0％）、「4

歳」（13.8％）の順となっており、およそ半数は幼稚園の利用開始や、保育所での定員

が増加する 3 歳での利用を希望し、次いで育児休業が終了する 1 歳からの利用を希望し

ていることが窺えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 定期的な教育・保育事業を利用している理由（複数回答） 

58.4 

83.4 

2.5 

1.2 

1.5 

0.2 

1.2 

0.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

子どもの教育や発達のため

子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している

子育て（教育を含む）をしている方が就労予定がある／求

職中である

子育て（教育を含む）をしている方が家族・親族などを介護

している

子育て（教育を含む）をしている方が病気や障がいがある

子育て（教育を含む）をしている方が学生である

その他

無回答

n=1944
(%)
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問 定期的な教育・保育事業を利用しない理由（複数回答） 

問 「子どもがまだ小さいため」を選んだ方 

定期的な教育・保育事業の利用を希望する子どもの年齢 

42.3 

10.4 

0.0 

19.9 

4.5 

0.9 

1.5 

43.8 

16.4 

0.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

子どもの教育や発達のため、または子どもの母親か父親

が就労していないなどの理由で利用する必要がない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが、保育・教育の事業に空きがない

利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない

利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がな

い

子どもがまだ小さい（□歳くらいになったら利用しようと考

えている）

その他

無回答

n=336
(%)

1歳

30.0%

2歳

9.2%

3歳

45.4%

4歳

13.8%

5歳

0.0%
無回答

1.5%

n=130
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（15）休日の教育・保育事業の利用意向 

1）就学前 

①土曜日・日曜祝日 

土曜日の利用希望をみると、「利用する必要はない」（49.9％）がほぼ半数を占め、次

いで「月に 1～2 回は利用したい」（34.2％）、「ほぼ毎週利用したい」（14.8％）と、

49.0％の方が利用を希望しています。 

日曜祝日の利用希望は「利用する必要がない」（77.2％）が半数以上を占め、「次いで

「月に 1～2 回は利用したい」（18.0％）、「ほぼ毎週利用したい」（3.5％）と、21.5％

の方が利用を希望しています。 

土曜・日曜祝日において「月に 1～2 回は利用したい」方の理由は、「月に数回仕事が

入るため」（79.3％）、「平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため」（30.0％）、

「息抜きのため」（20.7％）の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 土曜日・日曜祝日の利用希望有無 

問 土曜日・日曜祝日に「月に 1～2回は利用したい」方の理由（複数回答） 

49.9 

77.2 

14.8 

3.5 

34.2 

18.0 

1.0 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

土曜日

日曜祝日

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に1～2回は利用したい 無回答

n=2299

n=2299

79.3 

30.0 

3.2 

20.7 

9.5 

1.1 

0.0 50.0 100.0

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事をまとめて済ませ

るため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

無回答

n=939 (%)
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利用希望の開始時間は土曜日・日曜祝日とも「8 時台」（土曜日 53.5％、日曜祝日

47.3％）が最も多く、次いで「9 時台」（土曜日 28.7％、日曜祝日 31.5％）、「7 時台」

（土曜日 14.3％、日曜祝日 15.6％）の順となっています。 

終了時間は、「18 時台」（土曜日 34.7％、日曜祝日 40.2％）、「17 時台」（土曜日

26.7％、日曜祝日 25.9％）、「16 時台」（土曜日 18.2％、日曜祝日 14.1％）の順と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 土曜日・日曜祝日の利用希望開始時間 

問 土曜日・日曜祝日の利用希望終了時間 

0.3 

14.3 

53.5 

28.7 

1.6 0.2 

15.6 

47.3 

31.5 

2.6 

0.0

20.0

40.0

60.0

６時台以前 ７時台 ８時台 ９時台 １０時台以降

土曜日 日曜祝日

(%)

土曜日 n=1123

日曜祝日 n=495

3.1 2.9 1.6 
6.9 

18.2 
26.7 

34.7 

4.5 2.2 1.0 1.0 
6.1 

14.1 

25.9 

40.2 

6.9 

0.0

20.0

40.0

60.0

１
２
時
台
以
前

１
３
時
台

１
４
時
台

１
５
時
台

１
６
時
台

１
７
時
台

１
８
時
台

１
９
時
台
以
降

土曜日 日曜祝日

(%)

土曜日
n=1122

日曜祝日
n=495
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②幼稚園の長期休暇期間 

幼稚園の長期休暇期間の利用希望をみると、「利用希望はない」（45.2％）がほぼ半数

を占め、次いで「休みの期間中、週に数日利用したい」（28.5％）、「休みの期間中、ほ

ぼ毎日利用したい」（25.2％）と、53.7％の方が利用を希望しています。 

利用希望の開始時間は「9 時台」（53.6％）が最も多く、次いで「8 時台」（40.7％）、

「7 時台」（2.6％）の順となっています。 

終了時間は、「17 時台」（26.3％）、「15 時台」「16 時台」（各 19.1％）、「18 時台」

（16.0％）の順となっています。 

「週に数日利用したい」を選んだ方の理由は「週に数回仕事が入るため」（48.6％）、

「買い物等の用事をまとめて済ませるため」（39.6％）、「息抜きのため」（38.7％）の

順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.0 
6.7 8.8 

19.1 19.1 
26.3 

16.0 

0.5 2.6 

0.0

20.0

40.0

１
２
時
台
以
前

１
３
時
台

１
４
時
台

１
５
時
台

１
６
時
台

１
７
時
台

１
８
時
台

１
９
時
台
以
降

無
回
答

(%)

n=194

48.6 

39.6 

7.2 

38.7 

26.1 

0.9 

0.0 20.0 40.0 60.0

週に数回仕事が入る

ため

買い物等の用事をま

とめて済ませるため

親族の介護や手伝い

が必要なため

息抜きのため

その他

無回答

n=111 (%)

問 長期休暇期間の利用希望有無 問 長期休暇期間の利用希望開始時間 

問 長期休業期間の利用希望終了時間 

利用希望

はない

45.2%
休みの期

間中、ほぼ

毎日利用

したい

25.2%

休みの期

間中、週に

数日利用

したい

28.5%

無回答

1.1%

n=361

0.0 2.6 

40.7 

53.6 

1.0 2.1 

0.0

20.0

40.0

60.0

６
時
台
以
前

７
時
台

８
時
台

９
時
台

１
０
時
台
以
降

無
回
答

(%)

n=194

問 週に数日利用したい理由

（複数回答） 
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（16）病児・病後児保育事業の潜在ニーズ 

1）就学前 

保護者のうち 71.2％の方は、子どもの病気やケガで通常の教育・保育事業が利用でき

なかった経験がありました。その際の対処方法は、「母親が休んだ」（80.6％）、「（同居

者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」（43.3％）、「父親が休んだ」（30.6％）

の順となっています。 

「仕方なく子どもだけで留守番をさせた」も 0.5％みられました。 

母親が休んだ日数は、「10 日」（16.5％）、「5 日」（16.2％）、「2 日」（13.4％）の

順、父親では「1 日」（26.2％）、「2 日」「3 日」（18.9％）、「5 日」（13.7％）の順と

なっています。 

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった日数は、「2日」（20.1％）、「5日」（18.1％）、

「10 日」（12.6％）の順、就労していない保護者がみた日数は「5 日」「10 日」（各

13.0％）、「3 日」（14.2％）、「2 日」（11.7％）の順となっています。 

病児保育事業を利用した日数は、「2 日」（21.7％）、「1 日」「3 日」「6 日」（各 17.4％）、

「4 日」「6 日」（8.7％）の順となっています。 

子どもだけで留守番させた日数は「2 日」「3 日」（各 28.6％）、「1 日」「4 日」「5 日」

（14.3％）の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

問 病気やケガで、通常の事業が利用できな

かったことの有無 
問 1 年間の対処法（複数回答） 

あった

71.2%

なかっ

た
26.0%

無回答

2.8%

n=1949

30.6 

80.6 

43.3 

11.7 

1.7 

0.0 

0.1 

0.5 

4.2 

0.1 

0.0 50.0 100.0

父親が仕事を休み子どもを

みた

母親が仕事を休み子どもを

みた

（同居者を含む）親族・知人

に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労し

ていない方が子どもをみた

病後児のための保育施設を

利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センター

を利用した

仕方なく子どもだけで留守番

をさせた

その他

無回答

n=1389
(%)
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問 父親が休んだ日数 問 母親が休んだ日数 

問 （同居者を含む）親族・知人に

みてもらった日数 

問 就労していない保護者がみた日数 

問 市内の病児保育事業を利用した日数 問 仕方なく子どもだけで 

留守番させた日数 

26.2 

18.9 
18.9 

3.3 

13.7 

1.2 
3.3 

0.7 0.0 

6.4 

1.2 1.2 0.2 
0.0

20.0

40.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

(%)

n=424

9.3 
13.4 

13.3 

3.8 

16.2 

2.0 
6.0 

1.7 0.4 

16.5 

4.8 3.9 2.7 

0.0

20.0

40.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

(%)

n=1111

10.7 

20.1 

15.3 

4.0 

18.1 

1.0 
3.9 

0.8 0.0 

12.6 

2.2 3.7 1.7 

0.0

20.0

40.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

(%)

n=596

6.8 
11.7 14.2 

6.8 

13.0 

4.3 
8.0 

1.9 1.2 

13.0 

6.8 
1.9 1.2 

0.0

20.0

40.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

(%)

n=162

17.4 
21.7 

17.4 

8.7 

17.4 

8.7 

0.0 0.0 0.0 
4.3 

0.0 0.0 0.0 
0.0

20.0

40.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

(%)

n=23

14.3 

28.6 
28.6 

14.3 14.3 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
0.0

20.0

40.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

(%)

n=7

問 ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰを利用した日数 

1 人が「1 日」、1 人が「2 日」と回答

しています。 

問 ベビーシッターを利用した日数 

1人が「5日」と回答しています。 
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父親・母親のいずれかが休んだと回答した方の病児・病後児保育施設の利用意向をみ

ると、25.6％の方が希望し、その利用希望日数は「3 日」（20.3％）、「2 日」（19.2％）、

「5 日」（16.2％）の順となっています。 

利用意向のない方の理由は、「親が仕事を休んで対応する」（56.1％）、「病児・病後児

を他人にみてもらうのは不安」（53.0％）、「利用料がかかる・高い」（27.8％）の順と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 父親・母親が休んだ方の病児・病後

児保育施設利用意向 
問 子どもを預ける場合の希望日数（年間） 

問 病児病後児保育を利用したいと思わない理由（複数回答） 

できれば病

児・病後児

保育施設

等を利用し

たいと思っ

た
25.6%

利用したい

とは思わな

かった
73.8%

無回答

0.6%

n=1145

53.0 

10.7 

18.6 

27.8 

19.8 

56.1 

14.4 

1.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

病児・病後児を他人にみてもらうのは不安

事業の質に不安がある

事業の利便性（立地や利用可能時間日数な

ど）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

親が仕事を休んで対応する

その他

無回答

(%)
n=839

9.3 

19.2 
20.3 

3.1 

16.2 

1.0 
4.5 

1.0 0.0 

10.7 

2.7 1.4 
0.3 

10.3 

0.0

20.0

40.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

無
回
答

(%)

n=291
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父母のいずれかが休む以外の対処方法を選んだ方に対して「父母のいずれかが仕事を

休んで看たい」という意向をみると、52.4％の方が「できれば仕事を休んでみたい」と

回答しています。一方、「休んでみることは非常に難しい」の理由は、「子どもの看護を

理由に休みが取れない」（28.7％）「休暇日数が足りないので休めない」（28.2％）、の

順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 父母が休む以外の対処方法を選んだ方の「父母が休んで看たい」意向と希望日数 

問 「休んでみることは非常に難しい」理由（複数回答） 

できれば

仕事を休

んでみた

いと思っ

た

52.4%

休んでみ

ることは

非常に難

しい

28.0%

無回答

19.6%

n=736

13.0 

19.9 
16.8 

4.5 

18.6 

1.3 
4.5 

0.3 0.3 

7.2 

2.7 1.3 
0.5 

9.0 

0.0

20.0

40.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

無
回
答

(%)

n=376

28.7 

6.7 

28.2 

45.6 

6.2 

0.0 20.0 40.0 60.0

子どもの看護を理由に休みがとれない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休めない

その他

無回答

(%)
n=195
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2）就学児 

保護者のうち 55.7％の方は、子どもの病気やケガで通常の教育事業が利用できなかっ

た経験がありました。その際の対処方法は、「母親が休んだ」（65.7％）、「（同居者を含

む）親族・知人に子どもをみてもらった」（34.7％）、「父親が休んだ」（17.8％）の順

となっています。 

「仕方なく子どもだけで留守番をさせた」も 4.4％みられました。 

母親が休んだ日数は、「1 日」（29.7％）、「2 日」（22.2％）、「3 日」（15.8％）の順、

父親では「1 日」（46.5％）、「2 日」（26.5％）、「3 日」（11.2％）の順となっていま

す。 

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった日数は、「1日」（27.7％）、「2日」（22.3％）、

「3 日」（16.9％）の順、就労していない保護者がみた日数は「1 日」（22.6％）、「2

日」（19.0％）、「5 日」（14.9％）の順となっています。 

子どもだけで留守番させた日数は「1日」（38.5％）、「2日」（25.0％）、「3日」（13.5％）

の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

問 病気やケガで、通常の事業が利用できな

かったことの有無 
問 1 年間の対処法（複数回答） 

17.8 

65.7 

34.7 

14.2 

0.3 

0.0 

0.0 

4.4 

3.7 

0.8 

0.0 50.0 100.0

父親が仕事を休み子どもを

みた

母親が仕事を休み子どもを

みた

（同居者を含む）親族・知人

に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労し

ていない方が子どもをみた

病後児のための保育施設を

利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センター

を利用した

仕方なく子どもだけで留守番

をさせた

その他

無回答

n=1187
(%)

あった

55.7%

なかっ

た

43.4%

無回答
0.9%

n=2131
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問 父親が休んだ日数 問 母親が休んだ日数 

問 （同居者を含む）親族・知人に

みてもらった日数 

問 就労していない保護者がみた日数 

問 市内の病児保育事業を利用した日数 

3人が「1日」、1人が「2日」と回答し

ています。 

問 仕方なく子どもだけで 

留守番させた日数 

問 ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰを利用した日数 

回答はありませんでした。 

問 ベビーシッターを利用した日数 

回答はありませんでした。 

46.5 

26.5 

11.2 
1.9 

7.4 
0.5 1.9 0.0 0.0 1.9 0.5 0.0 0.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

１
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４
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５
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６
日
７
日
８
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９
日
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０
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１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

(%)

n=215

29.7 

22.2 

15.8 

4.2 
11.8 

1.8 3.5 1.2 0.1 
3.2 1.0 1.2 0.4 

0.0

20.0

40.0

60.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
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１
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１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

(%)

n=780

27.7 
22.3 

16.9 

5.9 
11.8 

2.0 3.9 
0.5 0.0 

3.7 0.7 1.0 0.2 
0.0

20.0

40.0

60.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
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１
１
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１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

(%)

n=408

22.6 
19.0 

13.1 7.7 
14.9 

4.2 5.4 
0.6 1.2 4.2 

0.0 0.6 0.6 
0.0

20.0

40.0

60.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

(%)

n=168

38.5 

25.0 

13.5 

3.8 
7.7 

0.0 0.0 0.0 0.0 1.9 1.9 0.0 0.0 
0.0

20.0

40.0

60.0

１
日
２
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３
日
４
日
５
日
６
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７
日
８
日
９
日
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０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

(%)

n=52
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父親・母親のいずれかが休んだと回答した方の病児・病後児保育施設の利用意向をみ

ると、10.5％の方が希望し、その利用希望日数は「1 日」「3 日」（各 23.2％）、「2 日」

（18.3％）、「5 日」（9.8％）の順となっています。 

利用意向のない方の理由は、「親が仕事を休んで対応する」（54.8％）、「病児・病後児

を他人にみてもらうのは不安」（43.7％）、「利用料がかかる・高い」（23.0％）の順と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 父親・母親が休んだ方の病児・病後

児保育施設利用意向 
問 子どもを預ける場合の希望日数（年間） 

問 病児病後児保育を利用したいと思わない理由（複数回答） 

できれば病

児・病後児

保育施設

等を利用し

たいと思っ

た
10.5%

利用したい

とは思わな

かった
85.7%

無回答

3.8%

n=820

23.2 
18.3 

23.2 

4.9 
9.8 

3.7 3.7 
1.2 0.0 

4.9 
0.0 0.0 0.0 

7.3 

0.0

20.0

40.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

無
回
答

(%)

n=82

43.7 

9.6 

18.4 

23.0 

19.0 

54.8 

16.8 

2.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

病児・病後児を他人にみてもらうのは不安

事業の質に不安がある

事業の利便性（立地や利用可能時間日数な

ど）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

親が仕事を休んで対応する

その他

無回答

(%)
n=701
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父母のいずれかが休む以外の対処方法を選んだ方に対して「父母のいずれかが仕事を

休んで看たい」という意向をみると、46.1％の方が「できれば仕事を休んでみたい」と

回答しています。一方、「休んでみることは非常に難しい」の理由は、「子どもの看護を

理由に休みが取れない」（33.7％）「休暇日数が足りないので休めない」（13.6％）、の

順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 父母が休む以外の対処方法を選んだ方の「父母が休んで看たい」意向と希望日数 

問 「休んでみることは非常に難しい」理由（複数回答） 

できれば

仕事を休

んでみた

いと思っ

た
46.1%休んでみ

ることは

非常に難

しい

27.3%

無回答
26.6%

n=640

26.6 26.2 

15.0 

4.2 

10.1 

0.7 

6.3 

0.3 0.0 
3.5 

1.0 0.0 0.0 

5.9 

0.0

20.0

40.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

無
回
答

(%)

n=286

33.7 

8.3 

13.6 

42.0 

8.3 

0.0 20.0 40.0 60.0

子どもの看護を理由に休みがとれない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休めない

その他

無回答

(%)
n=169
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2．地域の子育て支援事業の現状と今後の利用意向 

（1）地域子育て支援拠点事業の利用について 

1）就学前 

地域子育て支援拠点事業の利用状況をみると、「地域子育て支援拠点事業」の利用者が

14.1％、「利用していない」84.4％となっています。 

 

 

 

 

地域子育て支援拠点事業の利用回数（1 週当たり）は、「1 回」（14.4％）が最も多く、

次いで「2 回」（6.4％）、「3 回」（3.5％）の順となっています。地域子育て支援拠点事

業利用回数（1 ヶ月当たり）は「1 回」（52.6％）、「2 回」（10.8％）、「3 回」（6.9％）

の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.1 

84.4 

1.5 

0.0 50.0 100.0

地域子育て支援拠点事業（親子が集

まって過ごしたり、相談をする場）を利

用している

利用していない

無回答

(%)n=2298

問 地域子育て支援拠点事業の利用状況 

問 地域子育て支援拠点事業利用

状況（1週当たり） 

問 地域子育て支援拠点事業利用

状況（1ヶ月当たり） 

14.4 
6.4 3.5 3.2 1.0 0.0 0.3 

71.2 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１
回

２
回

３
回

４
回

５
回

６
回

７
回

無
回
答

(%)

n=313

52.6 

10.8 6.9 
2.9 1.6 1.0 0.3 

23.9 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１
回

２
回

３
回

４
回

５
回

６
回

７
回

無
回
答

(%)

n=306
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未利用者は、「新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない」が 65.3％を

占め、次いで「利用していないが今後利用したい」（22.6％）、利用者は「すでに利用し

ているが今後利用日数を増やしたい」（6.7％）と回答しています。 

未利用者の希望利用回数（1 週当たり）は、「1 回」（15.5％）、「2 回」（3.8％）の順

で多くなっています。未利用者の希望利用回数（1 ヶ月当たり）は「1 回」（57.7％）、

「2 回」（19.2％）の順となっています。また、利用者の増やしたい利用回数（1 週当

たり）は、「1 回」（20.8％）、「2 回」（11.7％）の順となっており、利用者の増やした

い利用回数（1 ヶ月当たり）は「2 回」（29.8％）、「1 回」（21.9％）の順となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 未利用者・利用者の利用及び利用回数増加希望 

問 未利用者の希望利用回数

（1週当たり） 

問 未利用者の希望利用回数

（1ヶ月当たり） 

問 既利用者の希望利用回数

（1週当たり） 

問 既利用者の希望利用回数

（1ヶ月当たり） 

利用して

いない

が、今後

利用した

い

22.6%

すでに利

用してい

るが、今

後利用日

数を増や

したい
6.7%

新たに利

用したり、

利用日数

を増やし

たいとは

思わない
65.3%

無回答

5.4%

n=2300

15.5 

3.8 1.0 0.0 0.2 0.0 0.0 

79.6 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１
回

２
回

３
回

４
回

５
回

６
回

７
回

無
回
答

(%)

n=504

57.7 

19.2 

3.8 2.8 0.4 0.2 0.2 

15.6 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１
回

２
回

３
回

４
回

５
回

６
回

７
回

無
回
答

(%)

n=506

20.8 
11.7 

1.9 1.3 0.0 0.6 0.0 

63.6 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１
回

２
回

３
回

４
回

５
回

６
回

７
回

無
回
答

(%)

n=154

21.9 
29.8 

9.9 
4.6 2.0 2.6 0.0 

29.1 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１
回

２
回

３
回

４
回

５
回

６
回

７
回

無
回
答

(%)

n=151
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（2）不定期の一時保育の利用について 

1）就学前 

一時保育の利用状況をみると、「利用していない」（90.3％）がほとんどを占め、「幼

稚園の預かり保育」（4.6％）、「一時預かり」（1.5％）、「ファミリー・サポート・センタ

ー」（1.4％）と、あまり利用がない状況です。 

利用していない理由は、「特に利用する必要がない」（81.1％）、「事業の利用方法（手

続き等）がわからない」（14.6％）「利用料がかかる・高い」（13.5％）、の順となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 一時保育事業の利用状況

（複数回答） 

問 一時保育を利用していない理由

（複数回答） 

1.5 

4.6 

1.4 

0.0 

0.1 

0.4 

90.3 

2.0 

0.0 50.0 100.0

一時預かり

幼稚園の預かり

保育

ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾ

ﾝﾀｰ

夜間養護等事

業

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

n=2300
(%)

81.1 

3.2 

5.1 

8.1 

13.5 

10.5 

9.6 

14.6 

4.8 

0.6 

0.0 50.0 100.0

特に利用する必要がない

利用したい事業がない

事業の質に不安がある

事業の利便性がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になる

のかどうかわからない

事業の利用方法がわからな

い

その他

無回答

(%)n=2074
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事業ごとに利用日数をみると、一時預かりは年間「1 日」「10 日」（各 21.2％）、「5

日」（15.2％）、「21 日以上」（12.1％）の順となっています。 

幼稚園の預かり保育は「21 日以上」（17.9％）、「3 日」（14.2％）、「5 日」（11.3％）

の順となっています。 

ファミリー・サポート・センターは「1 日」（36.7％）、「10 日」（20.0％）となって

います。 

その他は「2 日」「16～20 日」（各 28.6％）、「11～15 日」（14.3％）となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 一時預かり（年間） 

問 ファミリー・サポート・センター（年間） 問 その他（年間） 

問 夜間養護等事業 

「2 日」が 1 人でした。 

問 ベビーシッター 

「10 日」が 1 人、「21 日以上」

が 1 人でした。 

問 幼稚園の預かり保育（年間） 

21.2 

6.1 6.1 
3.0 

15.2 

3.0 0.0 3.0 0.0 

21.2 

3.0 3.0 
12.1 

3.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

無
回
答

(%)

n=33

9.4 7.5 
14.2 

2.8 
11.3 

1.9 1.9 0.0 0.0 
5.7 8.5 

10.4 
17.9 

8.5 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

無
回
答

(%)

n=106

36.7 

10.0 6.7 
0.0 

10.0 
3.3 3.3 

0.0 0.0 

20.0 

3.3 0.0 3.3 3.3 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

無
回
答

(%)

n=30

0.0 

28.6 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

14.3 

28.6 

0.0 

28.6 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

無
回
答

(%)

n=7



 

73 

 

一時保育事業の利用希望をみると、「利用する必要はない」（62.3％）、「利用したい」

（29.7％）となっています。利用したい方の利用目的は、「私用（買い物、子ども（兄

弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレッシュ目的」（61.2％）、「冠婚葬祭、学校行事、

子どもや親の通院等」（58.0％）、「不定期の就労」（29.1％）の順となっています。 

また、利用希望年間合計日数では、「21 日以上」（18.3％）が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

問 一時保育事業の利用希望とその目的（複数回答） 

問 利用希望年間合計日数 

利用し

たい

29.7%

利用す

る必要

はない
62.3%

無回答

8.0%

n=2300

61.2 

58.0 

29.1 

5.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

私用（買物、子ども（兄弟姉

妹を含む）や親の習い事

等）、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども

（兄弟姉妹を含む）や親の通

院 等

不定期の就労

その他

(%)
n=681

3.8 
5.5 6.1 

3.1 

10.1 

2.6 3.2 1.8 0.8 

13.8 

14.1 
9.4 

18.3 

7.4 

0.0

20.0

40.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

無
回
答

(%)

n=652
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目的ごとの希望利用日数をみると、私用・リフレッシュ目的は、年間「11～15 日」

「5 日」（各 18.7％）、「10 日」（16.5％）の順となっています。 

冠婚葬祭、学校行事、家族の通院目的は、「5 日」（23.7％）、「3 日」「10 日」（13.6％）、

「1 日」（10.1％）の順となっています。 

不定期の就労目的は、「10 日」（13.7％）、「21 日以上」（11.7％）、「11～15 日」

「16～20 日」（10.2％）の順となっています。 

その他の目的は、「21 日以上」（27.0％）、「1 日」（13.5％）、「10 日」「11～15 日」

（10.8％）の順で多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 私用、リフレッシュ目的 問 冠婚葬祭、学校行事、家族の通院目的 

問 不定期の就労目的 問 その他の目的 

6.2 
8.2 9.8 

1.9 

18.7 

4.6 
2.2 

0.2 0.5 

16.5 18.7 

4.1 4.1 4.3 

0.0

20.0

40.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

無
回
答

(%)

n=417

10.1 
9.1 

13.6 

3.3 

23.7 

3.5 3.0 
0.3 0.0 

13.6 

7.3 
3.0 2.5 

6.8 

0.0

20.0

40.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

無
回
答

(%)

n=396

7.6 8.1 8.1 

2.0 

9.1 

3.6 
1.5 0.5 0.5 

13.7 
10.2 10.2 

11.7 13.2 

0.0

20.0

40.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

無
回
答

(%)

n=197

13.5 

2.7 
5.4 

8.1 

2.7 0.0 0.0 0.0 0.0 

10.8 10.8 

2.7 

27.0 

16.2 

0.0

20.0

40.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

無
回
答

(%)

n=37
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子どもを預ける場合の望ましい事業形態をみると、「大規模施設で子どもを保育する事

業」（78.0％）、「小規模施設で子どもを保育する事業」（45.5％）、「地域住民等が子育

て家庭等近くの場所で保育する事業」（26.3％）の順となっています。 

 

 

 

 

 

  

問 子どもを預ける場合の望ましい事業形態（複数回答） 

78.0 

45.5 

26.3 

3.0 

1.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

大規模施設で子どもを保育する事業

小規模施設で子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の近くの場所で

保育する事業

その他

無回答

(%)n=668
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2）就学児 

不定期事業の利用状況をみると、「利用していない」（95.8％）がほとんどを占め、「フ

ァミリー・サポート・センター」（1.1％）と、あまり利用がない状況です。 

利用していない理由は、「特に利用する必要がない」（84.5％）、「事業の利用方法（手

続き等）がわからない」（11.8％）「利用料がかかる・高い」（11.7％）、の順となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 不定期事業の利用状況

（複数回答） 

問 不定期事業を利用していない理由

（複数回答） 

84.5 

3.9 

4.6 

8.4 

11.7 

9.8 

7.3 

11.8 

4.6 

0.6 

0.0 50.0 100.0

特に利用する必要がない

利用したい事業がない

事業の質に不安がある

事業の利便性がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になる

のかどうかわからない

事業の利用方法がわからな

い

その他

無回答

(%)n=2041

1.1 

0.0 

0.0 

0.7 

95.8 

2.4 

0.0 50.0 100.0

ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾ

ﾝﾀｰ

夜間養護等事

業

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

n=2131
(%)
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事業ごとに利用日数をみると、ファミリー・サポート・センターは「21 日以上」

（40.9％）、「1 日」（18.2％）、「2 日」「10 日」（各’9.1％）となっています。 

その他は「1 日」「10 日」「21 日以上」（各 14.3％）、「2 日」「3 日」「11～15 日」

「16～29 日」（各 7.1％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 ファミリー・サポート・センター（年間） 問 その他（年間） 

問 夜間養護等事業 

「21 日以上」が 1 人でし

た。 

問 ベビーシッター等 

「4 日」が 1 人でした。 

18.2 

9.1 
4.5 4.5 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

9.1 

0.0 0.0 

40.9 

13.6 

0.0

20.0

40.0

60.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

無
回
答

(%)

n=22

14.3 
7.1 7.1 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

14.3 
7.1 7.1 

14.3 

28.6 

0.0

20.0

40.0

60.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

無
回
答

(%)

n=14
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不定期事業の利用希望をみると、「利用する必要はない」（71.9％）、「利用したい」

（12.0％）となっています。利用したい方の利用目的は、「冠婚葬祭、学校行事、子ど

もや親の通院等」（62.1％）、「私用（買い物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事

等）、リフレッシュ目的」（49.6％）、「不定期の就労」（24.6％）の順となっています。 

また、利用希望年間合計日数では、「5 日」（15.1％）、「10 日」（13.5％）、「21 日

以上」（13.1％）の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

問 不定期事業の利用希望とその目的       （複数回答） 

問 利用希望年間合計日数 

利用し

たい

12.0%

利用す

る必要

はない
71.9%

無回答

16.1%

n=2131

49.6 

62.1 

24.6 

10.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

私用（買物、子ども（兄弟姉

妹を含む）や親の習い事

等）、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども

（兄弟姉妹を含む）や親の通

院 等

不定期の就労

その他

(%)
n=256

4.9 6.1 
9.4 

2.0 

15.1 

2.9 2.4 2.0 0.8 

13.5 
11.0 

8.6 

13.1 

8.2 

0.0

20.0

40.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

無
回
答

(%)

n=245
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目的ごとの希望利用日数をみると、私用・リフレッシュ目的は、年間「5 日」（19.2％）、

「11～15 日」（16.0％）、「2 日」（14.4％）の順となっています。 

冠婚葬祭、学校行事、家族の通院目的は、「5 日」（28.1％）、「1 日」「2 日」（各 12.5％）、

「10 日」（10.6％）の順となっています。 

不定期の就労目的は、「5 日」「11～15 日」（各 16.1％）、「10 日」（12.5％）、「3

日」「7 日」（各 10.7％）の順となっています。 

その他の目的は、「3 日」（21.1％）、「21 日以上」（15.8％）、「1 日」「5 日」「7 日」

「11～15 日」（各 10.5％）の順で多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 私用、リフレッシュ目的 問 冠婚葬祭、学校行事、家族の通院目的 

問 不定期の就労目的 問 その他の目的 

8.8 

14.4 
9.6 

1.6 

19.2 

4.0 2.4 
0.8 0.0 

9.6 

16.0 

3.2 
6.4 

4.0 

0.0

20.0

40.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

無
回
答

(%)

n=125

12.5 12.5 
11.3 

1.3 

28.1 

3.8 5.0 

0.0 0.6 

10.6 

5.6 3.1 1.3 
4.4 

0.0

20.0

40.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

無
回
答

(%)

n=160

5.4 
7.1 

10.7 

1.8 

16.1 

3.6 

10.7 

0.0 0.0 

12.5 

7.1 
8.9 

16.1 

0.0 
0.0

20.0

40.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

無
回
答

(%)

n=56

10.5 

0.0 

21.1 

5.3 

10.5 

5.3 

10.5 

0.0 0.0 

5.3 
10.5 

5.3 

15.8 

0.0 
0.0

20.0

40.0

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日
１
０
日

１
１
～
１
５
日

１
６
～
２
０
日

２
１
日
以
上

無
回
答

(%)

n=19
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子どもを預ける場合の望ましい事業形態をみると、「地域住民等が子育て家庭等近くの

場所で保育する事業」（75.8％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 子どもを預ける場合の望ましい事業形態（複数回答） 

75.8 

19.8 

7.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

地域住民等が子育て家庭等の近くの場所で

保育する事業

その他

無回答

(%)n=248
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（3）宿泊を伴う一時保育の利用について 

1）就学前 

この 1 年間に保護者の用事等で子どもを泊まりがけで家族以外に預けた方は、15.0％

となっています。 

この対処方法は、「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」（91.0％）が最も多

くなっています。また、親族・知人にみてもらった場合の困難度は、「特に困難ではない」

（54.0％）、「どちらかというと困難」（34.6％）、「非常に困難」（11.4％）となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 この1年間に保護者の用事等で子

どもを泊まりがけで家族以外に

預けたことの有無 

問 1 年間の対処方法（複数回答） 

91.0 

0.6 

0.3 

12.5 

0.3 

1.2 

0.0 

0.0 50.0 100.0

（同居者を含む）親族・知人

にみてもらった

短期入所生活援助事業

（ショートステイ）を利用した

イ以外の保育事業（認可外

保育施設、ベビーシッター

等）を利用した

仕方なく子どもを同行させ

た

仕方なく子どもだけで留守

番をさせた

その他

無回答

n=344
(%)

問 親族・知人にみてもらった場合の困難度 

あった

15.0%

なかった
81.9%

無回答

3.1%

n=2300

非常に

困難

11.4%

どちらか

というと

困難
34.6%

特に困

難では

ない
54.0%

n=315
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（同居者を含む）親族・知人にみてもらった預けた泊数は、「1 泊」（35.3％）、「2 泊」

（15.4％）、「3 泊」（10.9％）の順となっています。 

仕方なく子どもを同行させた泊数は、「1 泊」（37.2％）、「2 泊」（18.6％）、「3 泊」

（14.0％）、の順となっています。 

その他の対処をした泊数では、「1 泊」「2 泊」「4 泊」（各 25.0％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 （同居者を含む）親族・知人にみ

てもらった泊数 

問 仕方なく子どもを同行させた泊数 

問 仕方なく子どもだけで留守番をさ

せた泊数 

1人が「3泊」と回答しています。 

問 その他泊数 

35.3 

15.4 
10.9 

5.1 7.7 
1.9 3.5 0.6 0.6 

5.8 
1.3 1.3 4.5 6.1 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１
泊
２
泊
３
泊
４
泊
５
泊
６
泊
７
泊
８
泊
９
泊
１
０
泊

１
１
～
１
５
泊

１
６
～
２
０
泊

２
１
泊
以
上

無
回
答

(%)

n=312

問 （認可外保育施設、ベビーシッター等 

泊数 

1人が「2泊」と回答しています。 

 

37.2 

18.6 
14.0 

9.3 
2.3 0.0 0.0 0.0 0.0 2.3 0.0 0.0 0.0 

16.3 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１
泊
２
泊
３
泊
４
泊
５
泊
６
泊
７
泊
８
泊
９
泊
１
０
泊

１
１
～
１
５
泊

１
６
～
２
０
泊

２
１
泊
以
上

無
回
答

(%)

n=43

25.0 25.0 

0.0 

25.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

25.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１
泊
２
泊
３
泊
４
泊
５
泊
６
泊
７
泊
８
泊
９
泊
１
０
泊

１
１
～
１
５
泊

１
６
～
２
０
泊

２
１
泊
以
上

無
回
答

(%)

n=4

問 短期入所短期入所生活援助事業泊数 

2人が「2泊」と回答しています。 
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2）就学児 

この 1 年間に保護者の用事等で子どもを泊まりがけで家族以外に預けた方は、13.6％

となっています。 

この対処方法は、「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」（91.0％）が最も多

くなっています。また、親族・知人にみてもらった場合の困難度は、「特に困難ではない」

（57.8％）、「どちらかというと困難」（34.6％）、「非常に困難」（6.5％）となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 この1年間に保護者の用事等で子

どもを泊まりがけで家族以外に

預けたことの有無 

問 1 年間の対処方法（複数回答） 

91.0 

0.0 

0.3 

7.9 

3.1 

1.7 

0.7

0.0 50.0 100.0

（同居者を含む）親族・知人

にみてもらった

短期入所生活援助事業

（ショートステイ）を利用した

イ以外の保育事業（認可外

保育施設、ベビーシッター

等）を利用した

仕方なく子どもを同行させ

た

仕方なく子どもだけで留守

番をさせた

その他

無回答

n=290
(%)

問 親族・知人にみてもらった場合の困難度 

あった

13.6%

なかった

82.9%

無回答

3.5%

n=2131

非常に

困難
6.5%

どちらか

というと

困難
34.6%

特に困

難では

ない
57.8%

n=263



 

84 

 

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった預けた泊数は、「1 泊」（36.6％）、「2 泊」

（20.0％）、「3 泊」（10.9％）の順となっています。 

仕方なく子どもを同行させた泊数は、「1 泊」（63.2％）、「10 泊」（15.8％）、「2 泊」

（10.5％）の順となっています。 

仕方なく子どもだけで留守番をさせた泊数は、「１泊」（44.4％）、「２泊」（11.1％）、

の順となっています。」 

その他の対処をした泊数では、「1 泊」（40.0％）、「3 泊」「4 泊」（各 20.0％）とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 （同居者を含む）親族・知人にみ

てもらった泊数 

問 仕方なく子どもを同行させた泊数 

問 仕方なく子どもだけで留守番をさ

せた泊数 

 

問 その他泊数 

問 短期入所短期入所生活援助事業泊数 

2人が「2泊」と回答しています。 

 

36.6 

20.0 
10.9 

3.0 6.8 
0.8 3.4 0.4 0.8 3.8 1.9 2.6 3.4 5.7 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１
泊
２
泊
３
泊
４
泊
５
泊
６
泊
７
泊
８
泊
９
泊
１
０
泊

１
１
～
１
５
泊

１
６
～
２
０
泊

２
１
泊
以
上

無
回
答

(%)

n=265

63.2 

10.5 
5.3 5.3 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

15.8 

0.0 0.0 0.0 0.0 
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１
泊
２
泊
３
泊
４
泊
５
泊
６
泊
７
泊
８
泊
９
泊
１
０
泊

１
１
～
１
５
泊

１
６
～
２
０
泊

２
１
泊
以
上

無
回
答

(%)

n=19

44.4 

11.1 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

44.4 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１
泊
２
泊
３
泊
４
泊
５
泊
６
泊
７
泊
８
泊
９
泊
１
０
泊

１
１
～
１
５
泊

１
６
～
２
０
泊

２
１
泊
以
上

無
回
答

(%)

n=9

40.0 

0.0 

20.0 20.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

20.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１
泊
２
泊
３
泊
４
泊
５
泊
６
泊
７
泊
８
泊
９
泊
１
０
泊

１
１
～
１
５
泊

１
６
～
２
０
泊

２
１
泊
以
上

無
回
答

(%)

n=5

問 ベビーシッターなどの有料の 

預かりサービス泊数 

1人が「1泊」と回答しています。 
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3．放課後の過ごし方について 

（1）平日の放課後の過ごし方について 

1）就学前 

放課後の過ごし方をみると、就学前児童の希望では小学校低学年のうちは「学童クラ

ブ（学童保育）」（54.0％）、「自宅」（45.3％）、「塾や習い事」（23.9％）、「祖父母宅や

友人・知人宅」（13.6％）の順となっています。また、小学校高学年になると「自宅」

（72.3％）、「塾や習い事」（44.0％）、「学童クラブ（学童保育）」（25.5％）「祖父母宅

や友人・知人宅」（17.3％）となり、「学童クラブ」が減少した反面、「自宅」と「塾や

習い事」が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

45.3 

13.6 

23.9 

2.8 

54.0 

1.0 

2.8 

72.3 

17.3 

44.0 

3.0 

25.5 

1.0 

3.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

塾や習い事

放課後子ども教室

学童クラブ（学童保育）

ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ

その他

低学年のうち 高学年になったら

(%)低学年のうち n=506

高学年になったら n=498

問 放課後の過ごし方の希望（複数回答） 
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就学前児童の保護者が放課後を過ごさせたい具体的な場所と日数をみると、「自宅」で

は「5 日」（低学年時期 58.1％・高学年時期 51.9％）が最も多くなっています。「祖父

母宅や友人・知人宅」では、低学年時期は「5日」（37.1％）、高学年時期は「1日」（35.7％）

が最も多くなっています。 

「塾や習い事」では、低学年時期は「1 日」（60.0％）、高学年時期は「5 日」（32.2％）

が最も多くなっています。「放課後子ども教室」では、低学年時期「1 日」「3 日」（各

28.6％）、高学年時期は「1 日」（42.9％）が最も多くなっています。 

「学童クラブ（学童保育）」でも「5 日」（低学年時期 85.3％・高学年時期 74.0％）

が最も多くなっています。利用時間は、「18 時台」まで（低学年時期 51.5％・高学年

時期 48.0％）が最も多くなっています。 

「ファミリー・サポート・センター」では、低学年時期で「5 日」（50.0％）、高学年

時期で「1 日」「5 日」（各 50.0％）が最も多くなっています。「その他（公民館、公園

など）」では、低学年時期で「2 日」（35.7％）、高学年時期「5 日」（41.2％）が最も

多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 放課後の過ごし方の希望（自宅） 

問 放課後の過ごし方の希望（祖父母宅や友人・知人宅） 

4.8 7.9 8.3 10.9 

58.1 

3.3 
11.9 16.3 

7.7 

51.9 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

１日 ２日 ３日 ４日 ５日

低学年のうち 高学年になったら

(%)

低学年のうち n=229

高学年になったら n=362

21.4 15.7 
4.3 

12.9 

37.1 35.7 
21.4 

28.6 

7.1 7.1 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

１日 ２日 ３日 ４日 ５日

低学年のうち 高学年になったら

(%)

低学年のうち n=70

高学年になったら n=14
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問 放課後の過ごし方の希望（塾や習い事） 

問 放課後の過ごし方の希望（放課後子ども教室） 

問 放課後の過ごし方の希望（学童クラブ） 

28.6 

7.1 

28.6 

7.1 
21.4 

42.9 

21.4 
14.3 

7.1 
14.3 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

１日 ２日 ３日 ４日 ５日

低学年のうち 高学年になったら

(%)

低学年のうち n=14

高学年になったら n=14

0.0 0.0 3.3 8.8 

85.3 

2.4 4.7 7.9 7.1 

74.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

１日 ２日 ３日 ４日 ５日

低学年のうち 高学年になったら

(%)

低学年のうち n=273

高学年になったら n=127

問 学童クラブの希望終了時間 

0.4 1.5 

29.0 

51.5 

13.6 

0.7 0.0 3.3 0.8 1.6 

22.4 

48.0 

16.8 

0.8 0.0 
9.6 

0.0

20.0

40.0

60.0

１
５
時
台

１
６
時
台

１
７
時
台

１
８
時
台

１
９
時
台

２
０
時
台

２
１
時
台
以
降

無
回
答

低学年のうち 高学年になったら

(%)

n=70 n=38

60.0 

23.3 
12.5 

0.8 0.8 

23.0 17.2 12.6 
5.7 

32.2 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

１日 ２日 ３日 ４日 ５日

低学年のうち 高学年になったら

(%)

低学年のうち n=120

高学年になったら n=87
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問 放課後の過ごし方の希望（ファミリーサポート・センター） 

問 放課後の過ごし方の希望（その他） 

25.0 25.0 

0.0 0.0 

50.0 50.0 

0.0 0.0 0.0 

50.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

１日 ２日 ３日 ４日 ５日

低学年のうち 高学年になったら

(%)

低学年のうち n=4

高学年になったら n=4

7.1 

35.7 

7.1 
0.0 

28.6 
23.5 

11.8 5.9 0.0 

41.2 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

１日 ２日 ３日 ４日 ５日

低学年のうち 高学年になったら

(%)

低学年のうち n=14

高学年になったら n=17
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2）就学児 

現在は、「自宅」（62.5％）、「学童クラブ（学童保育）」（32.5％）、「塾や習い事」（31.4％）、

「祖父母宅や友人・知人宅」（12.2％）の順となっています。 

お子さんが高学年になった時の希望は、「自宅」（73.9％）、「塾や習い事」（44.5％）、

「学童クラブ（学童保育）」（19.4％）の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 放課後の過ごし方の希望（複数回答） 

62.5 

12.2 

31.4 

0.4 

32.5 

0.3 

1.9 

73.9 

13.7 

44.5 

2.9 

19.4 

0.3 

3.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

塾や習い事

放課後子ども教室

学童クラブ（学童保育）

ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ

その他

現在 高学年になったら

(%)現在 n=2131

高学年になったら n=2131
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学童クラブを理由している主な理由は「子育てをしている方が現在就労している」

（98.0％）が理由のほとんどを占め、その他の理由はごく僅かとなっています。 

学童クラブを利用していない主な理由は「お子さんの祖父母や親戚の人がみている」

（36.0％）、次いで「利用する必要がない」（28.4％）の割合が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 学童クラブを利用している主な理由（複数回答） 

問 学童クラブを利用していない主な理由（複数回答） 

98.0 

1.4 

1.4 

2.0 

0.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

子育てをしている方が現在就労している

子育てをしている方が家族・親族などを介護し

ている

子育てをしている方が病気や障がいがある

その他

無回答

(%)n=691

28.4 

36.0 

0.4 

2.3 

3.8 

1.1 

2.4 

14.6 

24.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

利用する必要がない

お子さんの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが、学童クラブに空きがない

利用したいが、経済的な理由で事業を利用で

きない

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件

が合わない

利用したいが、事業の質や場所など、納得でき

る事業がない

その他

無回答

(%)n=1406
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就学児が放課後を現在過ごしている場所と日数と希望の場所と日数をみると、「自宅」

では「5 日」（現在 62.3％・高学年時期 52.3％）が最も多くなっています。「祖父母宅

や友人・知人宅」では「5 日」（現在 42.8％・高学年時期 31.2％）が最も多くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「習い事」では「2 日」（現在 32.4％・高学年時期 38.8％）が最も多くなっていま

す。「放課後子ども教室」では「1 日」（現在 72.7％・高学年時期 40.0％）が最も多く

なっています。 

「学童クラブ（学童保育）」では、「5 日」（現在 76.3％・高学年時期 68.1％）が最

も多くなっています。利用終了時間は、「18 時台」（現在 53.7％・高学年時期 52.1％）

が最も多くなっています。 

「ファミリー・サポート・センター」では現在「1 日」（71.4％）、高学年時期は「5

日」（60.0％）が最も多くなっています。「その他（公民館、公園など）」では「2 日」（現

在 28.2％・高学年時期 40.3％）が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 就学児-自宅で過ごす希望日数 問 就学児-祖父母宅や友人・知人宅

で過ごす希望日数 

問 就学児-塾や習い事で過ごす

希望日数 

問 就学児-放課後子ども教室で

過ごす希望日数 

5.5 9.0 
13.1 

10.0 

62.3 

4.8 
13.0 

18.3 
11.7 

52.3 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１日 ２日 ３日 ４日 ５日

現在 高学年になったら

(%)

n=1248 n=1433

22.4 
15.6 

11.2 8.0 

42.8 

22.6 23.7 
15.8 

6.8 

31.2 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１日 ２日 ３日 ４日 ５日

現在 高学年になったら

(%)

n=250   n=279

31.5 
32.4 

21.8 

7.4 6.9 

27.5 

38.8 

22.4 

6.0 5.4 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１日 ２日 ３日 ４日 ５日

現在 高学年になったら

(%)

n=664   n=907

72.7 

0.0 
9.1 

0.0 

18.2 

40.0 

25.0 

11.7 
1.7 

21.7 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１日 ２日 ３日 ４日 ５日

現在 高学年になったら

(%)

n=11   n=60
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問 就学児-学童クラブ（学童保

育）で過ごす希望日数 

問 就学児-ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰで

過ごす希望日数 

問 就学児-その他で過ごす希望日数 

2.2 2.8 6.6 
12.1 

76.3 

3.3 6.0 
12.8 9.8 

68.1 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１日 ２日 ３日 ４日 ５日

現在 高学年になったら

(%)

n=678   n=398

問 就学児-学童クラブ希望終了時間 

0.0 
4.3 

31.7 

53.7 

6.5 
0.0 0.0 3.8 0.0 2.0 

27.8 

52.1 

9.8 
0.3 0.0 

8.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

１
５
時
台

１
６
時
台

１
７
時
台

１
８
時
台

１
９
時
台

２
０
時
台

２
１
時
台
以
降

無
回
答

現在 高学年になったら

(%)

n=650 n=399

71.4 

0.0 
0.0 0.0 

28.6 
20.0 

0.0 

20.0 

0.0 

60.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１日 ２日 ３日 ４日 ５日

現在 高学年になったら

(%)

n=7   n=5

25.6 
28.2 

12.8 7.7 

25.6 25.0 

40.3 

19.4 

4.2 
11.1 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１日 ２日 ３日 ４日 ５日

現在 高学年になったら

(%)

n=39   n=72
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（2）土曜の学童クラブ利用について 

1）共通 

就学前児童の保護者が、子どもが小学生になった際の学童クラブ（学童保育）の、土

曜日の利用希望をみると、「利用する必要はない」（45.4％）、「低学年の間は利用したい」

（37.0％）、「高学年になっても利用したい」（15.1％）の順となっています。 

就学児における土曜日利用希望をみると、「利用する必要はない」（46.3％）、「高学年

になっても利用したい」（23.1％）、「低学年の間は利用したい」（13.1％）となってい

ます。就学前は高学年までよりも低学年までの方が高く、就学児では低学年までよりも

高学年までの方が高くなっています。 

土曜の利用開始希望時間は「8 時台」（就学前 54.7％・就学児 61.3％）、「9 時台」（就

学前 25.0％・就学児 16.8％）、「7 時台」（就学前 15.5％・就学児 15.6％）の順とな

っています。 

土曜の利用終了希望時間は「18 時台」（就学前 52.7％・就学児 50.4％）、「17 時台」

（就学前 25.0％・就学児 24.2％）、「19 時台」（就学前 8.8％・就学児 7.7％）の順と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 土曜日の利用希望 

問 土曜日の利用開始希望時間 

37.0 

13.1 

15.1 

23.1 

45.4 

46.3 

2.5 

17.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前

就学児

低学年の間は利用したい 高学年になっても利用したい 利用する必要はない 無回答

n=284

n=700

15.5 

54.7 

25.0 

0.7 0.0 0.0 0.0 0.7 2.0 0.0 1.4 

15.6 

61.3 

16.8 

1.2 0.4 0.4 0.4 0.4 
2.7 0.8 0.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

７
時
台

８
時
台

９
時
台

１
０
時
台

１
１
時
台

１
２
時
台

１
３
時
台

１
４
時
台

１
５
時
台

１
６
時
台
以
降

無
回
答

就学前 就学児

(%)

n=148          n=256
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（3）日曜・祝日の学童クラブの利用について 

1）共通 

就学前児童の保護者が、子どもが小学生になった際の学童クラブ（学童保育）の、日

曜・祝日の利用希望をみると、「利用する必要はない」（75.6％）、「低学年の間は利用し

たい」（12.0％）、「高学年になっても利用したい」（6.9％）の順となっています。 

就学児における日曜・祝日の利用希望をみると、「利用する必要はない」（68.4％）、「高

学年になっても利用したい」（9.7％）、「低学年の間は利用したい」（3.7％）となってい

ます。就学前は高学年までよりも低学年までの方が高く、就学児では低学年までよりも

高学年までの方が高くなっています。 

日曜・祝日の利用開始希望時間は「8 時台」（就学前 41.5％・就学児 60.8％）、2 番

目に就学前は「9 時台」（28.3％）、就学児は「7 時台」（18.6％）、3 番目に就学前は

「7 時台」（26.4％）、就学児は「9 時台」（15.5％）の順で多くなっています。 

日曜・祝日の利用終了希望時間は「18 時台」（就学前 53.7％・就学児 54.6％）、「17

時台」（就学前 25.9％・就学児 24.7％）、「19 時台」（就学前 11.1％・就学児 12.4％）

の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 土曜日の利用終了希望時間 

2.0 2.0 1.4 3.4 2.7 

25.0 

52.7 

8.8 
0.7 0.7 0.7 1.2 3.5 1.9 3.5 7.3 

24.2 

50.4 

7.7 
0.0 0.0 0.4 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１
２
時
台
以
前

１
３
時
台

１
４
時
台

１
５
時
台

１
６
時
台

１
７
時
台

１
８
時
台

１
９
時
台

２
０
時
台

２
１
時
台
以
降

無
回
答

就学前 就学児

(%)

n=148          n=260

問 日曜・祝日の利用希望 

12.0 

3.7 

6.9 

9.7 

75.6 

68.4 

5.5 

18.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前

就学児

低学年の間は利用したい 高学年になっても利用したい 利用する必要はない 無回答

n=275

n=703
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（4）長期休暇期間中の学童クラブ利用について 

1）共通 

就学前児童の保護者が、子どもが小学生になった際の学童クラブ（学童保育）の、長

期休暇中の利用希望をみると、「低学年の間は利用したい」（37.4％）、「利用する必要は

ない」（30.9％）、「高学年になっても利用したい」（22.4％）の順となっています。 

就学児における長期休暇中の利用希望をみると、「利用する必要はない」（56.3％）、「高

学年になっても利用したい」（24.3％）、「低学年の間は利用したい」（12.6％）となっ

ています。就学前は高学年までよりも低学年までの方が高く、就学児では低学年までよ

りも高学年までの方が高くなっています。 

長期休暇中の利用開始希望時間は「8 時台」（就学前 63.3％・就学児 66.2％）、「9

時台」（就学前 21.8％・就学児 17.2％）、「7 時台」（就学前 12.1％・就学児 13.3％）、

の順で多くなっています。 

長期休暇中の利用終了希望時間は「18 時台」（就学前 53.4％・就学児 52.8％）、「17

時台」（就学前 27.6％・就学児 27.0％）、3 番目に就学前は「19 時台」（6.6％）、就

学児は「16 時台」（7.7％）の順で多くなっています。 

  

問 日曜・祝日の利用開始希望時間 

問 日曜・祝日の利用終了希望時間 

0.0 

26.4 

41.5 

28.3 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
3.8 

3.1 

18.6 

60.8 

15.5 

0.0 1.0 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

６
時
台
以
前

７
時
台

８
時
台

９
時
台

１
０
時
台

１
１
時
台

１
２
時
台

１
３
時
台

１
４
時
台

１
５
時
台

１
６
時
台
以
降

無
回
答

就学前 就学児

(%)

n=53 n=97

1.9 0.0 0.0 1.9 0.0 

25.9 

53.7 

11.1 
1.9 1.9 1.9 1.0 1.0 0.0 0.0 

5.2 

24.7 

54.6 

12.4 

1.0 0.0 0.0 
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１
２
時
台
以
前

１
３
時
台

１
４
時
台

１
５
時
台

１
６
時
台

１
７
時
台

１
８
時
台

１
９
時
台

２
０
時
台

２
１
時
台
以
降

無
回
答

就学前 就学児

(%)

n=54 n=97
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問 長期休暇中の利用希望 

37.4 

12.6 

22.4 

24.3 

30.9 

56.3 

9.3 

6.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前

就学児

低学年の間は利用したい 高学年になっても利用したい 利用する必要はない 無回答

n=495

n=2117

問 長期休暇中の利用開始希望時間 

問 長期休暇中の利用終了希望時間 

0.3 

12.1 

63.3 

21.8 

1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
1.4 

0.1 

13.3 

66.2 

17.2 

0.8 0.1 0.0 0.4 0.0 0.3 0.3 1.4 
0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

６
時
台
以
前

７
時
台

８
時
台

９
時
台

１
０
時
台

１
１
時
台

１
２
時
台

１
３
時
台

１
４
時
台

１
５
時
台

１
６
時
台
以
降

無
回
答

就学前 就学児

(%)

n=289           n=777

0.0 1.0 0.3 3.4 5.9 

27.6 

53.4 

6.6 
0.3 0.3 1.0 0.6 0.1 0.5 2.4 

7.7 

27.0 

52.8 

6.8 
0.5 0.0 1.4 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

１
２
時
台
以
前

１
３
時
台

１
４
時
台

１
５
時
台

１
６
時
台

１
７
時
台

１
８
時
台

１
９
時
台

２
０
時
台

２
１
時
台
以
降

無
回
答

就学前 就学児

(%)

n=290 n=778
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（5）放課後の居場所について 

1）就学児 

（1）平日の放課後の過ごし方で示した普段放課後を過ごす場所以外に、放課後や土

曜・休日にお子さんの居場所必要か聞いたところ、およそ半数が「必要だと思う」（53.5％）

と回答しており、必要だと考える活動は、「遊び」（81.3％）、「運動」（75.4％）、「学習」

（67.1％）の順で高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 普段放課後や休日を過ごす場所以外の居場所が必要か 

必要だ

と思う

53.5%

必要だ

と思わな

い
42.0%

無回答

4.5%

n=2131

問 普段放課後や休日を過ごす場所以外の居場所での活動内容（複数回答） 

67.1 

39.8 

81.3 

75.4 

4.2 

0.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

学習

読書

遊び

運動

その他

無回答

(%)n=1127
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4．子育て支援事業の周知・利用状況と今後の利用意向について 

1）就学前 

子育て支援事業の周知度をみると、「保育所や幼稚園の園庭等の開放」（82.2％）、「保

健センターの情報・相談事業」（77.6％）、「育児学級」（76.7％）、「子育ての相談窓口」

（68.0％）、「こどもセンター等で発行の子育て支援情報誌」（52.3％）は 5 割以上の周

知度となっていますが、「教育相談室」「家庭教育に関する情報・講座」は 3 割台の周知

度にとどまっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用状況は「育児学級」（50.7％）が 5 割となっている以外は、3 割以下の利用度と

なっています。 

今後の利用希望では全てにおいて 5 割を下回っています。特に「保健センターの情報・

相談事業」は周知度が77.6％と高いのに対し、利用希望は38.2％にとどまっています。 

「家庭教育に関する情報・講座」「教育相談室」は、周知度、利用度、今後の利用希望

においても、他に比べて低い割合となっています。 

  

問 周知状況 

76.7 

77.6 

32.9 

36.7 

82.2 

68.0 

52.3 

18.0 

17.7 

62.3 

58.6 

13.1 

27.6 

43.2 

5.3 

4.7 

4.7 

4.7 

4.7 

4.4 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

育児学級

保健センターの情報・相談事業

家庭教育に関する情報・講座

教育相談室

保育所や幼稚園の園庭等の開放

子育ての相談窓口

こどもセンター等で発行の子育て支援情報誌

知っている 知らない 無回答

n=2300

n=2300

n=2300

n=2300

n=2300

n=2300

n=2299
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問 今後の利用意向 

問 利用状況 

50.7 

27.7 

5.6 

3.7 

28.8 

7.0 

25.1 

41.5 

63.1 

83.7 

85.2 

62.9 

82.6 

66.0 

7.8 

9.1 

10.7 

11.0 

8.4 

10.4 

9.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

育児学級

保健センターの情報・相談事業

家庭教育に関する情報・講座

教育相談室

保育所や幼稚園の園庭等の開放

子育ての相談窓口

こどもセンター等で発行の子育て支援情報誌

利用したことがある 利用したことはない 無回答

n=2299

n=2300

n=2300

n=2300

n=2299

n=2299

n=2299

41.0 

38.2 

33.0 

34.1 

37.7 

37.8 

43.1 

46.8 

50.2 

56.1 

55.0 

51.9 

51.4 

46.6 

12.3 

11.6 

10.9 

11.0 

10.4 

10.7 

10.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

育児学級

保健センターの情報・相談事業

家庭教育に関する情報・講座

教育相談室

保育所や幼稚園の園庭等の開放

子育ての相談窓口

こどもセンター等で発行の子育て支援情報誌

利用したことがある 利用したことはない 無回答

n=2299

n=2299

n=2299

n=2299

n=2298

n=2299

n=2300



 

100 

 

第 4章 育児休業制度の利用状況 

1．育児休業制度の利用状況 

（1）育児休業の取得 

1）就学前 

育児休業制度の利用状況をみると、母親は「取得した（取得中である）」（51.6％）に

対して、父親は「取得した（取得中である）」（2.0％）となり、父親が取得することの

難しさが窺えます。 

また、育児休業を利用しない理由について、母親は「子育てや家事に専念するため退

職した」（29.7％）、「職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）」

（26.5％）、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」（24.8％）の順に多くなっ

ています。 

一方父親は、「配偶者が育児休業制度を利用した」（38.5％）、「仕事が忙しかった」

（37.1％）、「収入減となり、経済的に苦しくなる」（31.2％）、「職場に育児休業を取り

にくい雰囲気があった」（28.6％）、「配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるな

ど、制度を利用する必要がなかった」（26.0％）など、母親の理由との違いが見られま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 育児休業制度の利用状況 

32.8 

0.8 

51.6 

2.0 

13.9 

87.4 

1.7 

9.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母親

父親

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 無回答

n=2297

n=2296
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問 母親の育児休業を利用しない理由

（複数回答） 

問 父親の育児休業を利用しない理由

（複数回答） 

24.8 

14.8 

10.6 

10.0 

1.0 

18.1 

8.4 

0.3 

6.1 

29.7 

26.5 

8.7 

2.3 

4.2 

15.5 

2.3 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

職場に育児休業を取りにくい

雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後）仕事に早く復帰した

かった

仕事に戻るのが難しそうだっ

た

昇給・昇格などが遅れそうだっ

た

収入減となり、経済的に苦しく

なる

保育所などに預けることがで

きた

配偶者が育児休業制度を利

用した

配偶者が無職、祖父母等の親

族にみてもらえるなど、制度を

利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため

退職した

職場に育児休業の制度がな

かった（就業規則に定めがな

かった）

有期雇用のため育児休業の

取得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを

知らなかった

産前産後の休暇（産前6週間、

産後8週間）を取得できること

を知らず、退職した

その他

無回答

(%)
n=310

28.6 

37.1 

0.3 

2.0 

3.4 

31.2 

2.2 

38.5 

26.0 

0.4 

8.6 

0.4 

1.8 

0.0 

5.0 

4.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 (%)

n=1943
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（2）育児休業に関する制度 

1）就学前 

育児休業給付と社会保険料免除の仕組みの認知状況をみると、「育児休業給付、保険料

免除のいずれも知っていた」（45.1％）、「育児休業給付のみを知っていた」（27.7％）、

「保険料免除のみ知っていた」（1.5％）となっている一方、「育児休業給付、保険料免

除のいずれも知らなかった」（22.9％）という回答もまだ多い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 育児休業給付の支給と健康保険・厚生年金保険料免除の仕組みを知っているか 

45.1 27.7 

1.5 

22.9 2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた

育児休業給付のみ知っていた

保険料免除のみ知っていた

育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった

無回答
n=2297



 

103 

 

（3）育児休業後の対処 

1）就学前 

育児休業取得後の対処をみると、母親は「育児休業取得後、職場に復帰した」（85.1％）、

「現在も育児休業中である」（9.5％）、「育児休業中に離職した」（4.2％）となっていま

す。 

一方父親は、「育児休業取得後、職場に復帰した」（79.5％）、「現在も育児休業中であ

る」（4.5％）となっており「育児休業中に離職した」方はいませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育児休業取得後に職場へ復帰した時期をみると、母親は「年度初めの入所に合わせた

タイミングだった」（41.3％）、「それ以外だった」（57.4％）、一方父親は、「年度初め

の入所に合わせたタイミングだった」（5.7％）、「それ以外だった」（91.4％）となって

います。 

育児休業から復帰したときの子どもの実際月齢をみると、母親は「10～12 ヶ月」

（37.4％）が最も多く、希望する月齢でも「10～12 ヶ月」（52.8％）が最も多くなっ

ています。一方、父親は「1～3 ヶ月」（35.9％）が最も多く、希望する月齢も「1～3

ヶ月」（28.2％）が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 育児休業取得後、職場に復帰したか 

問 育児休業取得後、職場に復帰した時期 

85.1

79.5

9.5

4.5

4.2 1.3

15.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母親

父親

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である

育児休業中に離職した 無回答

n=1179

n=44

41.3 

5.7 

57.4 

91.4 

1.3 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母親

父親

年度初めの入所に合わせたタイミングだった それ以外だった 無回答

n=1005

n=35
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3 歳までの育児休業制度があった場合の子どもの希望月齢ついて、母親は「31 か月

以上」（34.3％）、次いで「10～12 ヶ月」（31.3％）の順となっており、父親は「10

～12 ヶ月」（22.5％）が最も多く、次いで「31 ヶ月以上」（17.5％）の順となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 育児休業から復帰したときの子どもの実際月齢と希望月齢（母親） 

問 育児休業から復帰したときの子どもの実際月齢と希望月齢（父親） 

問 3 歳までの育児休業があった場合、取得する希望育児休業取得期間（月齢） 

0.0 
6.1 

17.8 
15.1 

37.4 

10.9 
5.0 3.2 2.1 2.5 0.0 1.7 

6.0 2.4 

52.8 

5.4 
10.4 

5.5 9.1 6.6 

0.0

20.0

40.0

60.0

０
ヶ
月

１
～
３
ヶ
月

４
～
６
ヶ
月

７
～
９
ヶ
月

１
０
～
１
２
ヶ
月

１
３
～
１
５
ヶ
月

１
６
～
１
８
ヶ
月

１
９
～
３
０
ヶ
月

３
１
ヶ
月
以
上

無
回
答

実際 希望

(%)

実際 n=1040

希望 n=1034

0.0 

35.9 

2.6 
0.0 0.0 2.6 0.0 

5.1 2.6 

51.3 

0.0 

28.2 

5.1 
0.0 

12.8 

0.0 0.0 
5.1 2.6 

46.2 

0.0

20.0

40.0

60.0

０
ヶ
月

１
～
３
ヶ
月

４
～
６
ヶ
月

７
～
９
ヶ
月

１
０
～
１
２
ヶ
月

１
３
～
１
５
ヶ
月

１
６
～
１
８
ヶ
月

１
９
～
３
０
ヶ
月

３
１
ヶ
月
以
上

無
回
答

実際 希望

(%)

実際 n=39

希望 n=39

0.0 0.4 
2.1 

1.0 

31.3 

1.3 
9.8 

15.6 

34.3 

4.1 0.0 

12.5 
0.0 0.0 

22.5 

0.0 2.5 5.0 

17.5 

40.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

０
ヶ
月

１
～
３
ヶ
月

４
～
６
ヶ
月

７
～
９
ヶ
月

１
０
～
１
２
ヶ
月

１
３
～
１
５
ヶ
月

１
６
～
１
８
ヶ
月

１
９
～
３
０
ヶ
月

３
１
ヶ
月
以
上

無
回
答

母親 父親

(%)

母親 n=1037

父親 n=40
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育児休業から「希望」より早く職場復帰した理由をみると、母親は「経済的な理由で

早く復帰する必要があった」（34.7％）、「希望する保育所に入るため」（34.9％）、「人

事異動や業務の節目の時期に合わせるため」（27.2％）の順となっています。父親は、

12 人の方から回答があり「経済的な理由で早く復帰する必要があった」（5 人、41.7％）、

「希望する保育所に入るため」、「配偶者や家族の希望があったため」、「人事異動や業務

の節目の時期に合わせるため」（各 1 人、8.3％）となっています。 

一方、育児休業から「希望」より遅く職場復帰した理由をみると、母親は「希望する

保育所に入れなかったため」（41.2％）が最も多く、父親は「無回答」でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 育児休業から「希望」より早く職場復帰した理由（複数回答） 

34.9 

8.3 

3.6 

8.3 

34.7 

41.7 

27.2 

8.3 

23.1 

41.7 

5.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母親

父親

希望する保育所に入るため 配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要があった 人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

その他 無回答

n=611

n=12

問 育児休業から「希望」より遅く職場復帰した理由（複数回答） 

41.2 11.8 5.9 35.3 5.9 

100.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母親

父親

希望する保育所に入れなかったため 自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため

配偶者や家族の希望があったため 職場の受入態勢が整っていなかったため

子どもをみてくれる人がいなかったため その他

無回答

n=138

n=1
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（4）短時間勤務制度 

1）就学前 

職場復帰時における短時間勤務制度の利用状況をみると、母親は 28.4％の利用に対し

て、父親は 5.7％でした。利用状況では、母親は「利用したかったが、利用しなかった

（利用できなかった）」（35.1％）、「利用する必要がなかった（フルタイムで働きたかっ

た、もともと短時間勤務だった）」（34.9％）、「利用した」（28.4％）、の順となってい

ます。 

父親は「利用する必要がなかった（フルタイムで働きたかった、もともと短時間勤務

だった）」（57.1％）、「利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）」（22.9％）、

「利用した」（5.7％）となっています。 

職場復帰時に短時間勤務制度を利用しない理由をみると、母親は「職場に短時間勤務

制度を取りにくい雰囲気があった」（62.0％）、父親は「短時間勤務にすると給与が減額

される」（57.1％）が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 職場復帰時に短時間勤務制度を利用しなかった理由（複数回答） 

62.0 

38.9 43.4 

6.6 
0.0 

6.0 0.6 
14.3 14.6 

7.4 
0.0 

42.9 
28.6 

57.1 

14.3 
0.0 

14.3 
0.0 0.0 0.0 

28.6 

14.3 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

職
場
に
短
時
間
勤
務
制
度
を
取

り
に
く
い
雰
囲
気
が
あ
っ
た

仕
事
が
忙
し
か
っ
た

短
時
間
勤
務
に
す
る
と
給
与
が

減
額
さ
れ
る

短
時
間
勤
務
に
す
る
と
保
育
所

の
入
所
申
請
の
優
先
順
位
が
下

が
る

配
偶
者
が
育
児
休
業
制
度
や
短

時
間
勤
務
制
度
を
利
用
し
た

配
偶
者
が
無
職
、
祖
父
母
等
の
親

族
に
み
て
も
ら
え
る
な
ど
、
子
ど

も
を
み
て
く
れ
る
人
が
い
た

子
育
て
や
家
事
に
専
念
す
る
た
め

退
職
し
た

職
場
に
短
時
間
勤
務
制
度
が
な

か
っ
た
（就
業
規
則
に
定
め
が
な

か
っ
た
）

短
時
間
勤
務
制
度
を
利
用
で
き

る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た

そ
の
他

無
回
答

母親 父親

母親 n=350

父親 n=7

(%)

問 職場復帰時における短時間勤務制度の利用状況 

34.9 
28.4 

35.1 

1.5 

57.1 

5.7 

22.9 
14.3 

0.0

20.0

40.0

60.0

利
用
す
る
必
要
が
な
か
っ

た
（フ
ル
タ
イ
ム
で
働
き
た

か
っ
た
、
も
と
も
と
短
時

間
勤
務
だ
っ
た
）

利
用
し
た

利
用
し
た
か
っ
た
が
、
利

用
し
な
か
っ
た
（利
用
で

き
な
か
っ
た
）

無
回
答

母親 父親

(%)

母親 n=999

父親 n=35



 

107 

 

現在育児休業中の方の、1 歳になった時に預け先が保障された場合の育児休業取得の

希望をみると、母親は「1 歳になるまで育児休業を取得したい」（81.1％）、「1 歳にな

る前に復帰したい」（9.0％）となっています。 

父親かは 1 人が「1 歳になるまで育児休業を取得したい」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 1 歳になった時に預け先が保障される場合の育児休業取得の希望（現在も育児休業中の方） 

81.1 

50.0 

9.0 9.9 

50.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母親

父親

1歳になるまで育児休業を取得したい 1歳になる前に復帰したい 無回答

n=111

n=2
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第 5章 花巻市の子育て支援事業について 

1．障がい児のサービスについて 

（1）就学前 

障がいのある小学校入学前の子どもが現在利用しているサービスは「児童発達支援等

の通所施設利用」（30.7％）、「その他のサービス利用」（3.9％）、「入所施設利用」（1.6％）

の順となっています。 

利用したいと考える子育て支援事業は「こども発達相談センターで実施している発達

支援の事業」（34.2％）、「こどもセンター等で実施している子育て支援の事業」（20.8％）、

「ファミリー・サポート・センター等でお子さんを一時的に預かる事業」（12.8％）の

順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 現在利用しているサービス（複数回答） 

問 利用したい子育て支援事業（複数回答） 

30.7 

1.6 

3.9 

63.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

児童発達支援等の通所施設利用

入所施設利用

その他のサービス利用

利用していない

(%)n=127

20.8 

34.2 

12.8 

2.7 

29.5 

0.0 20.0 40.0 60.0

こどもセンター等で実施している子

育て支援の事業

こども発達相談センターで実施し

ている発達支援の事業

ファミリー・サポート・センター等で

お子さんを一時的に預かる事業

その他の事業

特に利用したい事業はない

(%)n=149
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（2）就学時 

障がいのある就学児が現在利用しているサービスは「放課後等デイサービス等の通所

施設利用」（29.2％）、「その他のサービス利用」（4.4％）、「入所施設利用」（3.5％）の

順となっています。 

利用したいと考える子育て支援事業は「子どもの居場所の提供事業」（42.6％）、「フ

ァミリー・サポート・センター等でお子さんを一時的に預かる事業」（17.0％）、「その

他の事業」（2.1％）の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 利用したい子育て支援事業（複数回答） 

問 現在利用しているサービス（複数回答） 

29.2 

3.5 

4.4 

62.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

放課後等デイサービス等の通所

施設利用

入所施設利用

その他のサービス利用

利用していない

(%)n=113

42.6 

17.0 

2.1 

38.3 

0.0 20.0 40.0 60.0

子どもの居場所の提供事業

ファミリー・サポート・センター等お

子さんを一時的に預かる事業

その他の事業

特に利用したい事業はない

(%)n=47
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2．地域の子育て支援の環境や支援への満足度 

（1）共通 

地域の子育て支援の環境や支援に対する満足度の状況について、「満足」と「どちらか

といえば満足」の計が 25.0％、「どちらかといえば不満」「不満」の計が 56.9％で、不

満の方が 31.9 ポイント上回っています 

就学前児童と就学児童を比べると、「不満」「どちらかといえば不満」どちらも就学前

児童の方が就学児よりも高くなっていますが、おおよそ同じような回答となっています。 

また、「不満（1 点）」「どちらかといえば不満（2 点）」「ふつう（3 点）」「どちらかと

いえば満足（4 点）」「満足（5 点）」として（無回答は除く）、回答者数に点数を掛けて

満足度に対する回答者の平均点数を計算すると、就学前児童が 2.62 点、就学児童が

2.88 点で、ともに「ふつう（3 点）」を下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 地域の子育て支援の環境や支援への満足度の状況（就学前と就学児の合計） 

不満
9.0%

どちらか

といえ

ば不満
47.9%

ふつう
15.5%

どちらか

といえ

ば満足
9.1%

満足

15.9%

無回答

2.7%

n=4423

問 地域の子育て支援の環境や支援への満足度の状況 

11.3

6.4

50.3

45.3

13.9

17.2

8.6

9.7

13.6

18.4

2.3

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学前

就学児

不満 どちらかといえば不満 ふつう どちらかといえば満足 満足 無回答

n=2294

n=2129

260 

137 

1,155 

964 

318 

366 

197 

206 

311 

391 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

就学前

就学児

不満 どちらかといえば不満 ふつう どちらかといえば満足 満足

n=2241

n=2064

（人）



 

 

1
1

1
 

資料編 調査に使用したニーズ調査票 

1．就学前児童の保護者用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

1
1

2
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1
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1
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1
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1
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1
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2．就学児の保護者用 
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平成 30 年度 花巻市子ども・子育て支援事業ニーズ調査集計分析業務報告書 

平成 31 年 3 月 

花巻市教育委員会教育部こども課 

 


